
● 高齢者保健福祉月間 
● 京丹後市・豊岡市合同会議 
● メタボリックシンドローム予防 
● コウノトリ但馬空港利用 
● 市政ニュース・市長の徒然日記 
● まちの話題 
● 元気発信・学校探検・笑顔の輪 
● くらしの情報 
● １０月の主な行事 
● 豊岡の宝探し 

● 高齢者保健福祉月間 
● 京丹後市・豊岡市合同会議 
● メタボリックシンドローム予防 
● コウノトリ但馬空港利用 
● 市政ニュース・市長の徒然日記 
● まちの話題 
● 元気発信・学校探検・笑顔の輪 
● くらしの情報 
● １０月の主な行事 
● 豊岡の宝探し 

2 
4 
6 
8 
16 
18 
20 
24 
35 
36

2 
4 
6 
8 
16 
18 
20 
24 
35 
36

広報 

今月号の主な内容 今月号の主な内容 

9 25
第59号 

月 日発行 

●発行／豊岡市　●編集／政策調整部秘書広報課　〒６６８‐８６６６ 兵庫県豊岡市中央町2番4号 

（総合支所） 城崎 （３２）０００１　竹野 （４７）１１１１　日高 （４２）１１１１　出石 （５２）３１１１　但東 （５４）１０００ 
 ０７９６（２３）１１１１　ＦＡＸ ０７９６（２４）２５７５　市長室ＦＡＸ （２４）１００４　ＵＲＬ http://www.city.toyooka.lg.jp

●発行／豊岡市　●編集／政策調整部秘書広報課　〒６６８‐８６６６ 兵庫県豊岡市中央町2番4号 

（総合支所） 城崎 （３２）０００１　竹野 （４７）１１１１　日高 （４２）１１１１　出石 （５２）３１１１　但東 （５４）１０００ 
 ０７９６（２３）１１１１　ＦＡＸ ０７９６（２４）２５７５　市長室ＦＡＸ （２４）１００４　ＵＲＬ http://www.city.toyooka.lg.jp

2007
（平成19年） 

－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

おかえり 
　  ただいま 
おかえり 
　  ただいま 

　市内では、交通死亡事故が多発しています。子どもたちの尊
い命を守るため、また犯罪に巻き込まれないために、地域で防
犯パトロールの皆さんが活躍されています。登下校時には、交
差点や人通りの少ない箇所に立ち、子どもたちを見守ります。
　下校時の通学路には、「おかえり」、「ただいま」、「さような
ら」の明るい声が響き渡っていました。
　三江地区で活動されている原　房子さん（庄境）は、「子ども
たちが元気にあいさつしてくれて、とても楽しいです」と笑顔
で話していました。

地域で見守る子どもの安全地域で見守る子どもの安全
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９
月
５
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
た
じ
ま
荘（
日
高
町
十
戸
）

で
、
蓼
川
保
育
園
児
と
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
じ
ま
荘
で
は
、
日
高
地
域
の

保
育
園
と
定
期
的
に
交
流
を
行
っ

て
お
り
、
入
所
者
の
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
蓼
川
保
育
園
の
た
ん

ぽ
ぽ
組
・
す
み
れ
組（
４
歳
児
）、

さ
く
ら
組（
５
歳
児
）の　

人
が
施

４１

設
を
訪
れ
、
入
所
者
ら
が
ホ
ー
ル

に
集
ま
り
、
園
児
に
よ
る
歌
や
お

ど
り
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

初
め
て
施
設
を
訪
れ
た 
貴  
田  
楽 

き 

だ 

が
く

 
人 
く
ん（
４
歳
）は
、
「
一
生
懸
命

と練
習
し
て
き
ま
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
喜
ん

で
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
ま
た

来
ま
す
」
と
握
手
を
し
な
が
ら
話

す
と
、
入
所
者
の
長
谷
川
梅
子
さ

ん
は
「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
今
日
は
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
施
設
で
は
、
こ
の
他
に
敬
老

会
や
地
域
交
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▲たじま荘と蓼川保育園児との交流会でふれあい遊びを楽しむ入所者たち

いつも笑顔でいきいきと
～ 9月は高齢者保健福祉月間～

　高齢者福祉についての関心と理解を深め、高齢者自らの生活向上意欲を促すため、老人福祉

法では、９月１５日を「老人の日」、９月１５日～２１日までを「老人週間」と定めています。

　兵庫県では、９月を「高齢者保健福祉月間」とし、県内でさまざまな行事を行っています。

　市では、高齢者祝福訪問、長寿祝金の配布、老人福祉センター入浴無料サービスなどの事業

をはじめ、さまざまな事業を行っています。

《問合せ》高年福祉課高年福祉係

た
じ
ま
荘
と

 
蓼  
川 
保
育
園
児
と
の
交
流
会

た
で 
が
わ



3 広報とよおか　2007.9.25

　

９
月
４
日
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
が
、
同
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
り
県
立
但
馬

ド
ー
ム
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
但
馬
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
家
が
一
堂
に
集

い
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢

を
養
う
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
但
馬
各
地
の
高
齢
者

大
学
や
公
民
館
の
教
室
な
ど
か
ら

　

チ
ー
ム（
１
チ
ー
ム
６
人
）、
３

６４８
４
人
が
参
加
し
、
多
数
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
も

と
、
団
体
と
個
人
の
部
で
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
初
め
て
参
加
し
た

豊
岡
Ｎ
Ｇ
Ｃ
の
今
井
重
孝
さ
ん

（
岩
井
）は
、「
大
会
に
出
る
の
が
楽

し
み
で
、
今
日
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
出
て
う
れ
し
い
」
と
、
笑
顔

で
話
し
、
ま
た
、
北
前
Ｇ
Ｇ（
Ｂ
）

の
谷
垣 
知  
子 
さ
ん（
竹
野
町
須
谷
）

ち
か 

こ

は
、「
大
勢
の
方
と
交
流
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
楽
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
、
終
始

笑
い
声
が
絶
え
な
い
な
ご
や
か
な

ム
ー
ド
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲優勝目指して準備運動

▲初心者ばかりで、常に笑いが絶えなかった
みてやま学園１９年会Ａチーム

但
馬
高
齢
者
生
き
生
き
交
流
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た 

■
満
１
０
０
歳
以
上
…　

人
４３

■
百
賀（
数
え
１
０
０
歳
）…　

人
２０

　

市
か
ら
は
、
１
０
０
歳
以
上
の

方
に
記
念
品
、
百
賀
の
方
に
祝
金

１
０
、
０
０
０
円
、
県
か
ら
は
満

１
０
０
歳
の
方
に
祝
金
５
０
、
０

０
０
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
大
正
９
年
生
ま
れ
の
方
（
数
え

　
　

歳
）
…
４
９
８
人

８８

　

市
か
ら
祝
金
５
、０
０
０
円
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
額
付
き

写
真
、
県
か
ら
は
満　

歳
の
方
に

８８

祝
金
３
０
、０
０
０
円
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

■
期
間　

９
月
１
日
〜　

日
３０

■
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

■
場
所

・
長
寿
園　

火
・
木
・
土
曜
日

　

男
性　

午
前　

時
〜
午
後
０
時

１１

　
　

分
３０

　

女
性　

午
後
０
時　

分
〜
３
時

３０

　
　

分
３０

・
竹
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

水

　

曜
日　

午
後
０
時
〜
５
時
ま
で

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

入
浴
無
料
サ
ー
ビ
ス

（
９
月
１
日
〜　

日
）

３０

米
寿
者
祝
福
訪
問

長
寿
者
祝
福
訪
問

市内の最高齢者と最高齢夫婦を中貝市長が訪問し記念品などを贈りました

最高齢夫婦（計192歳）池内 貞  一 さん・をきよさん
てい いち

最高齢者（106歳）北村よしさん

　市内の最高齢者は、
日高町宵田在住の北
村よしさん（明治３４
年生まれ）です。よ
しさんは豊岡生まれ
の豊岡育ち。１０６年
間豊岡で暮らし、豊
岡を愛するよしさん
に長寿の秘訣を尋ね
てみました。

　「好き嫌いがありませんね。何でも食
べます。これといってスポーツもしませ
んでしたが、決して無理はしませんでし
た。大きな病気もせず、今までずっと元
気です」と元気に話されました。

　市内の最高齢夫婦
は、塩津町在住の池
内貞一さん（９８歳）・
をきよさん（９４歳）で
す。夫婦共に豊岡生
まれの豊岡育ち。夫
婦暦７１年の池内さん
に長寿の秘訣を尋ね
てみました。

　貞一さんは、「規則正しい生活を続けています。好き
嫌いはなく、１日３０品目食べるようにしています」と話
し、趣味で１日１首詠み１年で１冊、現在２０冊になる和
歌集「 頭  意  想 」を見せていただきました。また、をきよ

ず い そう

さんは、「よく食べてよく話し、趣味を楽しむことが長
生きの秘訣です」と話されました。
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豊
岡
市
と
隣
接
す
る
京
丹
後
市

と
は
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
府
県
の
違
い
か

ら
行
政
間
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。

　

し
か
し
、
両
府
県
を
結
ぶ
「
鳥

取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
整
備
促

進
」
や
観
光
振
興
な
ど
両
市
共
通

の
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
府
県
を
越
え
た
広
域
的
な

見
地
か
ら
の
取
組
み
や
連
携
を
強

化
し
て
い
こ
う
と
、
今
年
３
月　
２３

日
、
第
１
回
目
の
合
同
会
議
が
京

丹
後
市
で
開
催
さ
れ
、
第
２
回
目

の
合
同
会
議
は
８
月　

日
、
豊
岡

２３

市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
両
市
長
を
は
じ

め
、
両
市
の
幹
部
職
員　

人
が
出

２７

席
し
、
第
１
回
目
の
合
同
会
議
で

確
認
さ
れ
た
両
市
の
共
通
課
題
で

あ
る
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道

の
整
備
促
進
」、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但

馬
空
港
の
利
用
促
進
と
東
京
国
際

空
港
へ
の
直
行
便
」、「
北
近
畿
タ

ン
ゴ
鉄
道
の
利
用
促
進
」、「
観
光

の
連
携
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
か
ら
、
当
地
方
は
道

路
網
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、

整
備
促
進
に
向
け
て
関
係
機
関
に

よ
り
一
層
訴
え
か
け
て
い
き
た
い

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
か
ら
、
東
京
国
際
空

港
へ
の
直
行
便
に
つ
い
て
は
、
京

都
府
北
部
の
市
町
に
お
い
て
も
東

京
へ
の
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
豊
岡
市
と
一
緒
に
実

現
に
向
け
て
活
動
し
た
い
と
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
か
ら
は
、
東
京
直
行
便

の
実
現
に
向
け
て
、
国
や
航
空
会

社
等
に
対
す
る
要
望
活
動
を
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

要
請
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
、
京
丹
後
市
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
、
Ｓ
Ｌ（
蒸
気
機
関
車
）や
ト

ロ
ッ
コ
列
車
を
走
ら
せ
た
り
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
か
ら
、
昔
懐
か
し
い

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
っ
て
市
内

の
観
光
コ
ー
ス
を
３
０
０
円
で
周

遊
す
る
「
丹
後
ま
ほ
ろ
ば
ぐ
る
り

旅
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

豊
岡
駅
か
ら
出
発
す
る
コ
ー
ス

な
ど
も
設
定
さ
れ
、
市
外
の
利
用

客
増
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
特

に
豊
岡
市
民
か
ら
人
気
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
ガ
イ
ド
を
乗
せ
オ
ー

プ
ン
講
座
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
か
ら
は
、
但
馬
空
港
の

東
京
直
行
便
が
実
現
す
れ
ば
、
関

東
圏
の
観
光
客
を
東
京
か
ら
但
馬

へ
、
そ
し
て
京
丹
後
市
の
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
せ
、
両
市
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
回
る
よ
う
な
事
業

が
展
開
で
き
る
の
で
は
と
提
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
回
京
丹
後
市
・
豊
岡
市
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

但
馬
・
丹
後
地
域
の
新
た
な
発
展
に
向
け
て 

　

市
で
は
、
京
都
府
京
丹
後
市
と
の
共
通
課
題
の
解
決
や
広
域
的
な
取
組

み
な
ど
連
携
を
強
め
、
但
馬
・
丹
後
地
域
の
一
体
的
な
発
展
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
合
同
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
政
策
調
整
係▲両市の観光の連携などを話し合った合同会議（豊岡市民プラザ）

意
見
交
換
の
概
要

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の

整
備
促
進

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

利
用
促
進
と
東
京
国
際
空
港

へ
の
直
行
便

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の

利
用
促
進

観
光
の
連
携
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山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）に

よ
る
世
界
地
質
公
園
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
の
認
定
を
目
指
そ
う
と
、

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
」
の
活
動
な
ど
で
共
に
歩
調

を
合
わ
せ
な
が
ら
認
定
に
向
け
た

活
動
を
行
い
、
ま
た
関
係
機
関
に

働
き
か
け
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
の

全
国
組
織
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か

と
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
か
ら
、
市
内
の
バ
ス

路
線
の
主
要
網
で
試
験
的
に
運
賃

を
上
限
２
０
０
円
と
し
て
値
下
げ

し
て
い
る
取
組
み
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
生
活
維
持
路
線
と
し
て
赤

字
補
填
し
て
運
行
し
て
い
る
も
の

で
、
運
賃
を
安
く
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
利
用
が
増
え
収
益
が
増
加

し
、
好
調
に
推
移
し
て
い
る
と
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
合
同
会
議
が
き
っ
か
け
で

豊
岡
市
と
京
丹
後
市
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
交
換
が
行
わ
れ
、
本

市
の
観
光
課
の
窓
口
に
京
丹
後
市

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
・
京
丹
後
市
の
両
市
民

が
互
い
の
図
書
館
を
利
用
で
き
る

協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
、
９
月
１

日
か
ら
相
互
の
図
書
館
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
国
立
公
園
の

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

豊
岡
市
・
京
丹
後
市

観
光
コ
ー
ナ
ー
設
置

生
活
路
線
バ
ス

　
　
　
　
　

維
持
確
保
対
策

豊
岡
市
・
京
丹
後
市
と
の

図
書
館
相
互
利
用 ▲観光パンフレットコーナーの前で握手

する中貝市長と中山京丹後市長（右）

▲協定書に署名し、披露する中山市長と
中貝市長。立ち会う引野京丹後市教育
長（左）と石高教育長（右）

　豊岡市の概要

人　口／９１，２８５人
世帯数／３１，８５９世帯
（平成１９年８月末現在）
面　積／６７９．６６ｋ㎡
位　置／東経１３４’４９、
　　　　北緯３５’３２
　　　　（豊岡市役所）
広がり／東西約３９ｋｍ、
　　　　南北約３２ｋｍ

　豊岡市は、平成１７年
４月１日、兵庫県北東
部に位置する１市５
町（豊岡市、城崎町、竹
野町、日高町、出石町、
但東町）が合併してで
きたまちです。
　市域の約８割が森林で、北は日本海、東は京都府に接し、
中央部には円山川が悠々と流れています。海岸部は山陰海
岸国立公園、山岳部は氷ノ山後山那岐山国定公園に指定さ
れ、多彩な四季を織りなす自然環境に恵まれています。
　平成１７年９月には、国指定の特別天然記念物・コウノト
リが自然放鳥され、今年５月には、国内の自然界では４３年
ぶりにヒナが誕生するなど、人里で野生復帰を目指す世界
的にも例がない壮大な取組みが着実に進んでいます。
　観光業では、全国的に有名な城崎温泉をはじめ、神鍋高
原スキー場、但馬の小京都・出石城下町などを有し、多く
の観光客が訪れます。また、地場産業は、日本有数のかば
んの一大産地であり、出石焼などの生産も行われています。

京丹後市の概要　

人　口／６３，３３３人
世帯数／２１，９２９世帯
（平成１９年８月末現在）
面　積／５０１．８４ｋ㎡
位　置／東経１３５’０３、
　　　　北緯３５’３７

（京丹後市役所）
広がり／東西約３５ｋｍ、
　　　　南北約３０ｋｍ

　京丹後市は、平成１６
年４月１日、京都府北
部の丹後半島に位置す
る６町（峰山町、大宮町、
網野町、丹後町、弥栄町、
久美浜町）が合併して
できたまちです。

　沿岸部は、山陰海岸国立公園、若狭湾国定公
園に指定され、内陸部には標高４００～６００ｍの
山々が連なります。
　今年１月、京都府内初の「循環・共生・参加
まちづくり表彰」（環境大臣表彰）を受賞しまし
た。自然体験を通じ環境を学ぶ「風のがっこう
京都」の開催や、太陽光・風力発電とバイオガ
ス発電を組み合わせた新エコエネルギーの研究、
鳴き砂やブナ林など自然環境の保全、資源循環
型社会を目指した使用済みてんぷら油回収など、
「いのち」が輝き資源が循環する、自然と共生
した「環境循環都市」の実現に取組んでいます。

178

482

482

426
176

175

482

312

312

9

9

178

豊岡 

久美浜 

網野 

丹後 

弥栄 

峰山 大宮 

出石 但東 

城崎 

竹野 

日高 

香美町 

日本海 

養父市 
朝来市 

福知山市 

舞鶴市 

与謝野町 与謝野町 

宮津市 
宮津市 

豊岡駅 豊岡駅 
コウノトリ 
但馬空港 

豊岡市 

京丹後市 

兵庫県 京都府 

【京丹後市の紹介】市ホームページで「京丹後市ホームページ」にリンクして京丹後市を紹介していますのでご
　　　　　　　　　覧ください。
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「
高
血
圧
」「
糖
尿
病
」「
高
脂
血

症
」
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
単
独
で
発
症
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
最

近
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
に
肥
満

が
あ
り
、
特
に
内
臓
に
脂
肪
が
つ

い
た
状
態
で
あ
る
「
内
臓
脂
肪
型

肥
満
」
が

深
く
関
っ

て
い
る
こ

と

が

分

か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）」
は
、
内
臓
に
脂
肪
が
つ
い
た

状
態
に
「
高
血
圧
」「
高
血
糖
」

「
脂
質
代
謝
異
常
」
と
い
っ
た
危

険
因
子
が
重
複
し
て
い
る
状
態
を

言
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
状
態
を
放
置
し
て
お
く
と
、
動

脈
硬
化
が
急
速
に
進
行
し
、
命
に

か
か
わ
る
「
心
臓
病
」
や
「
脳
卒

中
」
を
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
重
症
化
す
る

と
、
糖
尿
病
の
合
併
症
で
あ
る

「
腎
不
全
」
や
「
失
明
」
、「 
壊 え

 
疽 
※
」
な
ど
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

そ※ 
壊  
疽 
…
手
足
の
先
の
血
管
が
詰

え 

そ

ま
り
、
壊
死（
細
胞
が
死
滅
）す

る
こ
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
っ
て
な
に
？

　

市
で
は
、
今
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
紹
介
し
、
予
防
や
改
善
に
向
け

て
の
市
の
取
組
み
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
判
定
は
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
表
で

判
定
で
き
ま

す
。
あ
な
た

も
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
？

チェック① 
腹囲（おへその高さで計る）が 
男性85ｃｍ以上、女性90ｃｍ以上 

チェック② 
１ 高血圧 
　 ①最高（収縮期）血圧………130㎜Hg以上 
　 ②最低（拡張期）血圧……… 85㎜Hg以上 
　 ①②のいずれか、または両方 
２ 高血糖 
　　 空腹時血糖値……………110mg/dl以上 
３ 高脂血症 
　 ①中性脂肪値………………150mg/dl以上 
　 ②HDLコレステロール値……40mg/dl未満 
　 ①②のいずれか、または両方 
　 ※高脂血症・高血圧症・糖尿病で薬剤治療 
　　 中の場合は、それぞれの項目に該当する 
　　 ものとします。 

該当する方は 
チェック②へ 

２
つ
以
上
該
当
す
る
方
は 

あなたはメタボリックシンドロームです！ あなたはメタボリックシンドロームです！ 

知
っ
て
お
こ
う
！ 

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」に
な
る
前
に 

に
比
べ
て　

倍
１０

近
く
心
臓
病
を

発
症
す
る
リ
ス

ク
を
背
負
っ
て

い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
脂
肪
細
胞
か
ら
体
に
と

っ
て
不
都
合
な
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
増
加
し
、
体
の
た
め
に
良
い
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
高
血
糖
や
高
脂
血

症
、
高
血
圧
の
状
態
が
続
き
、
動

脈
硬
化
か
ら
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、

糖
尿
病
の
合
併
症
と
い
っ
た
命
に

係
わ
る
大
き
な
病
気
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

研
究
で
は
、「
高
血
圧
」「
高
脂

血
症
」「
高
血
糖
」「
肥
満
」
の
４

つ
の
リ
ス
ク
の
う
ち
２
つ
に
該
当

す
る
人
の
場
合
、
該
当
し
な
い
人

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
ど
う
し
て
危
険
？
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作
戦
成
功
の
コ
ツ
は
、
少
し
の

努
力
で
で
き
る
「
ら
く
ら
く
目

標
」
を
持
ち
続
け
て
い
く
こ
と
で

す
。
ま
た
、
周
り
の
人
に
宣
言
し
、

応
援
し
て
も
ら
い
な
が
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
も
一
つ
の
手
段
で
す
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
メ
タ
ボ
撲
滅

に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

お
願
い
！

　

治
療
中
の
方
、
健
診
等
で
医
療

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
と
い

わ
れ
た
方
は
、
ま
ず
、
主
治
医
と

相
談
の
上
、
始
め
て
く
だ
さ
い
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
メ
タ
ボ
撲

滅
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

メタボ撲滅へのステップ
○ステップ１　まずは、自分の目指す目標を決定！
　　　　例えば　６カ月で腹囲を○ｃｍ縮める！
　　　　　　　　６カ月で体重を○㎏落とす！など
○ステップ２　そして、身近な人に決意表明しましょう！
　　　　裏技①　自分の目標を周りの人に宣言しましょう！
　　　　　　　　（周囲の人に協力してもらえる。よい生活習慣を
　　　　　　　　継続するための裏技の１つです）
○ステップ３　次に短期間で達成できる“らくらく目標”を決定！
　　　　例えば　毎日ラジオ体操をしよう！
　　　　　　　　揚げ物や炒め物の料理を控えよう！
　　　　　　　　毎日のお酒の量を控えよう！
　　　　　　　　今までよりも１，０００歩（１０分）多く歩こう！など
○ステップ４　さあ、目標が決まったら実行あるのみ！
　　　　裏技②　毎日の生活を振り返りチェックし、記録しましょう！
○ステップ５　途中経過を応援団に報告しましょう！
　　　　裏技③　無理をせず、楽しみながらチャレンジしましょう！
　　　　　　　　一緒にチャレンジをする仲間があるとより効果的です。

　日々健康であることは、すばらしいことです。しかしながら、
健康でありつづけるには努力が必要です。これまではけていた
ズボンがきつくなり、ベルトの穴を一つゆるめる。「かっぷく
がありますね」という甘いささやきは、自身がメタボリックシ
ンドロームの入り口に差し掛かっていることを認識させます。
　平成 20 年度からは、メタボリックシンドロームに着目した
健診や保健指導を行うことになり、豊岡市でもメタボリックシ
ンドローム撲滅に向け、本年度から国保のヘルスアップ事業に
取り組み、生活習慣病対策を強力に推進することにしました。
　私はその先頭に立って、まず、自分自身がメタボリックシン

ドローム撲滅に取り組むこと
にし、作戦遂行の様子を市ホー
ムページを通じてお知らせす
ることにしました。
　また、既に「さよならメタボ
大作戦」を遂行中で、平成 16
年の水害で大きな被害を受け、
災害対策にともに協力してき
た新潟県見附市の 久  住 市長の

く すみ

これまでのご努力にエールを
送り「見附市長に負けるな」と
して、成果を競い合いたいと考
えています。

　平成１６年秋の台風２３号の水害後、出

石川で国の特別天然記念物で希少生物

のオオサンショウウオが４００頭以上見

つかりました。

　このオオサンショウウオは、台風の

際に流されたものですが、普段は出石

川上流の清流に生息し、私と住まいが

近いことから深い親しみを感じています。

　近年、特に胴まわりがオオサンショ

ウウオに似てきましたので、「市長のメ

タボ撲滅大

作戦」とと

もに、「オオ

サンショウ

ウオ副市長

のメタボ撲

滅大作戦」

としてメタ

ボ撲滅に取

り組むこと

にしました。

「 見  附 市長に負けるな！豊岡市長の
み つけ

メタボ撲滅大作戦」
「オオサンショウウオ副市長の

メタボ撲滅大作戦」

ただいま、中貝市長と奥田副市長も
メタボ撲滅大作戦を展開しています

※「メタボ撲滅大作戦」の詳細は、市ホームページをご覧ください。
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目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指せせせせせせせせせせせせ！！！！！！！！！！！！東東東東東東東東東東東東京京京京京京京京京京京京直直直直直直直直直直直直行行行行行行行行行行行行便便便便便便便便便便便便！！！！！！！！！！！！目指せ！東京直行便！

ココココココココココココウウウウウウウウウウウウノノノノノノノノノノノノトトトトトトトトトトトトリリリリリリリリリリリリ但但但但但但但但但但但但馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬空空空空空空空空空空空空港港港港港港港港港港港港をををををををををををを利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだささささささささささささいいいいいいいいいいいい !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!コウノトリ但馬空港を利用ください !!

　市では、平成２２年の東京国際（羽田）空港の再拡張時を目標に、東京直行便の実現
に向けて、兵庫県等関係機関と連携を図りながら、さまざまな取組みを展開しています。
　直行便を実現するためには、但馬―東京間の需要の確保が重要であり、現路線
におけるより一層の利用拡大を図る必要があります。
　関東方面への旅行や出張などには、ぜひ、コウノトリ但馬空港から
東京乗継ぎ便を利用ください。

■１０月の運行ダイヤ
コウノトリ但馬空港から大阪・東京へ

所要時間

東京（羽田）

発着時間・便名

大阪（伊丹）

発着時間・便名

コウノトリ
但馬

２時間４０分
（伊丹での乗継ぎ　
　時間５５分を含む）

１１：３０⇒１２：４０
ＪＡＬ１１４便

朝便
１０：００⇒１０：３５
ＪＡＣ２３２２便

朝便

１９：３０⇒２０：４０
ＪＡＬ１３４便

夕便
１８：０５⇒１８：４０
ＪＡＣ２３２４便

夕便

東京・大阪からコウノトリ但馬空港へ
所要時間

コウノトリ
但馬

発着時間・便名

大阪（伊丹）

発着時間・便名

東京（羽田） ２時間５分
（伊丹での乗継ぎ　
　時間２０分を含む）

８：５５⇒９：３５
ＪＡＣ２３２１便

朝便
７：３０⇒８：３５
ＪＡＬ１０３便

朝便

１７：００⇒１７：４０
ＪＡＣ２３２３便

夕便
１５：３０⇒１６：３５
ＪＡＬ１２５便

夕便

■豊岡市民助成後運賃【コウノトリ但馬⇔大阪（伊丹）〈片道〉】

※発着時間は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合がありますので、搭乗前に確認ください。

座席制限予約変更予約受付市民負担額助成額運賃額区　分

なし可当日可5,400円6,000 円※１11,400 円大人普通運賃

あり不可
前日まで4,400円3,500 円7,900 円特便割引１

２８日前まで3,900円3,000 円6,900 円先得割引

なし可当日可
1,800円5,500 円7,300 円身体障害者割引

2,700円3,000 円5,700 円小児普通運賃※２

※１　大人普通運賃の助成額のうち、１，５００円は但馬空港推進協議会からの助成です。
※２　小児普通運賃は、３歳以上１２歳未満に適用されます。

（伊丹） （伊丹） 

（羽田） 

（伊丹） 

（羽田） 
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航空運賃の助成申請手続きはとっても簡単！！ 航空運賃の助成申請手続きはとっても簡単！！ 
運賃助成申請の対象者 市内在住または在勤の方 手続の方法 下記のいずれかの方法で申請してください。 

搭乗前 に助成申請する場合… 【手続き先  市内航空券取扱店】 

　利用便が決定したら 
「市内航空券取扱店」 
または「ＪＡＬ予約案 
内」に電話で予約する。 

①予約する 

　予約した「市内航空券取扱店」で身 
分を証明できるもの（免許証など）を 
提示の上、申請書を提出し、運賃助成 
後の金額で航空券を購入する。 

②航空券を購入する（申請） 

　係員の指示に 
従って飛行機に 
搭乗する。 

④飛行機に乗る 

　搭乗日に空港カウ 
ンターで出発時間の 
１５分前までに搭乗手 
続きを済ませる。 

③搭乗手続きをする 

搭乗後 に助成申請する場合… 【手続き先  市役所都市整備課および総合支所総務課】 

　利用便が決定したら「市 
内航空券取扱店」または「Ｊ 
ＡＬ予約案内」に電話で予 
約し、飛行機に搭乗する。 

①予約し、飛行機に乗る 

　申請手続き後、おおむね 
１０日以内に指定の口座に助 
成金を振り込みますので、 
確認ください。 

③口座を確認する 

　搭乗後、おおむね１カ月以内に市役所都市整 
備課または総合支所総務課へ航空券の半券を持 
参し、住所・氏名・年齢・電話番号および助成金の 
振込先を所定の申請用紙に記入の上、提出する。 

②都市整備課または総合支所総務課へ行く（申請） 

●㈱ツーリストサンフラワー 

●㈱ＪＴＢ旅サロン豊岡 

●㈱さとうトラベルサービス豊岡店 

●いずしトラベルサービス 

〈市内航空券取扱店〉 

２２‐４２８１ 

２３‐０００１ 

２２‐０００７ 

５２‐４９６０ 

●ＪＡたじま旅行センター 

●㈱スカイウェイ 

●㈲ｉ．スマイル 

ＪＡＬ予約センター ０１２０－２５－５９７１ 

２４－８２００ 

２９－０２０３ 

２６－６１４０ 

「小学生飛行機体験搭乗」無料引換 
券は利用されましたか？ 

　市では、次代を担う子ども 
たちに自分たちの住むまちを 
空から見てもらうことにより、 
自分たちの住むまちのすばら 
しさを再認識し、併せて飛行 
機の便利さを体験してもらう 
ことを目的に、市内の全児童 
を対象に無料航空券引換券を 
配付しました。 
　未使用の方は、有効期限内にぜひ利用くださ 
い。 

《有効期限》 
　平成２０年４月６日（日）まで搭乗可能 
《問合せ》 
　豊岡市コウノトリ但馬空港利用促進協議会 
　（都市整備課交通政策係内） 

Ｑ．航空券はインターネットでも購入できますか？ 
Ａ．はい。下記のアドレスにアクセスしてください。 
　　ＪＡＬホームページ予約・購入サービス 
　　・パソコンからは「www.jal.co.jp」 
　　・携帯電話からは「www.mobile.jal.co.jp」 

Ｑ．搭乗後の助成申請（事後申請）は、何日後まで可能 
　　ですか？ 
Ａ．搭乗後、おおむね１カ月以内にお願いします。それ 
　　以降の場合は市役所都市整備課に相談ください。 

Ｑ．本人が申請に行けない場合、代理人でも申請でき 
　　ますか？ 
Ａ．代理の方でも申請は可能です。 

Ｑ．航空券の半券を紛失してしまったのですが、助成 
　　は受けられるでしょうか？ 
Ａ．受けられます。市役所都市整備課に相談ください。 

※ＪＲの取扱いはありません。 

教えて 教えて 
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９
月
３
日
、平
成　

年
第
４
回
市

１９

議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
長
か
ら
施
設
使

用
料
の
徴
収
誤
り
と
固
定
資
産
税

の
課
税
誤
り
に
つ
い
て
報
告
と
お

詫
び
を
し
、
続
い
て
、
当
面
す
る

市
政
の
諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議

案
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

国
に
お
い
て
事
業
の
推
進
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
河
道
掘
削

　

順
次
工
事
着
手
さ
れ
て
お
り
、

７
月　

日
に
は
ひ
の
そ
島
掘
削
の

２８

完
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

◆
六
方
内
水
対
策

　

輪
中
堤
設
置
工
事
が
、
梶
原
橋

か
ら
新
田
橋
の
区
間
に
お
い
て
、

９
月
末
完
了
に
向
け
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

◆
国
府
内
水
対
策

　

国
か
ら
提
示
さ
れ
た
案
に
つ
い

て
、
地
元
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
合
意
に
至
ら
ず
、
７

月　

日
に
国
府
地
区
内
水
処
理
促

１１
進
期
成
同
盟
会
か
ら
国
に
対
し
、

ポ
ン
プ
設
置
の
み
事
業
化
す
る
こ

と
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
小
河
江
地
区
河
道
掘
削

　
　
　
　
　
　
　
　

土
砂
処
分
地

　

６
月
末
で
お
お
む
ね
の
用
地
買

収
を
終
え
ま
し
た
。
９
月
末
を
目

途
に
国
に
お
い
て
林
地
開
発
等
の

許
可
を
得
ら
れ
た
後
、
掘
削
土
砂

の
搬
入
は
平
成　

年
４
月
か
ら
開

２０

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
日
高
都
市
計
画
事
業

　
　

稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業

　

６
月　

日
に
都
市
計
画
決
定
を

２２

行
い
、
本
年　

月
の
事
業
認
可
に

１１

向
け
、
国
、
県
お
よ
び
地
元
と
の

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。な
お
、区

画
整
理
事
業
は
市
で
施
行
し
ま
す
。

○
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備

　

７
月　

日
、
募
集
要
項
等
を
公

１２

表
し
、
同　

日
に
は
事
業
説
明
会

１９

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
、　

月
１１

　

日
に
応
募
提
案
書
類
の
受
付
を

２０行
い
、
平
成　

年
２
月
に
は
優
先

２０

交
渉
権
者
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
施
設
の
維
持
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
予
定
で
す
。

○
広
域
的
障
害
児（
者
）

　
　
　
　
　

療
育
セ
ン
タ
ー
整
備

　

北
但
１
市
２
町
で
の
共
同
設
置

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

９
月
末
の
実
施
設
計
業
務
完
成
に

向
け
、
保
護
者
や
専
門
家
、
県
等

の
関
係
機
関
と
検
討
・
協
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成　

年
１
月
に
工
事
着
手
し
、

２０

９
月
完
成
、　

月
の
施
設
開
設
を

１０

目
指
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　
　
　
　
　
　

野
生
復
帰
の
推
進

　

９
月　

日
に
城
崎
町
楽
々
浦
で

２２

３
羽
を
、
同　

日
に
は
日
高
町
山

２３

本
で
２
羽
を
放
鳥
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同　

日
３０

に
は
出
石
町
三
木
の
段
階
的
放
鳥

拠
点
に
子
育
て
経
験
の
あ
る
ペ
ア

を
移
動
さ
せ
、
来
春
の
繁
殖
期
に

ふ
化
さ
せ
た
後
、
ヒ
ナ
を
巣
立
ち

さ
せ
る
計
画
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同　

日
に
は
「
コ
ウ
ノ
ト

２２

リ
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催

さ
れ
た
湿
地
の
生
物
多
様
性
保
全

等
に
関
す
る
日
欧
共
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講

演
し
、
豊
岡
の
取
組
み
は
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が　

月
に
日

１０

本
で
も
開
催
さ
れ
、
５
日
、
６
日

は
豊
岡
が
会
場
に
な
り
ま
す
。
ド

イ
ツ
な
ど
か
ら
多
く
の
研
究
者
が

来
豊
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
流
を
さ

ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設

　

北
但
行
政
事
務
組
合
を
事
業
主

体
と
し
て
、
日
高
町
上
郷
区
に
対

し
て
施
設
の
受
入
れ
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
が
、
上
郷
で
の
建
設

は
事
実
上
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
何
よ
り
も
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
第
一
で
す
が
、
そ
れ

で
も
現
実
に
発
生
す
る
ご
み
を
、

安
全
か
つ
衛
生
的
に
処
理
す
る
責

任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

北
但
１
市
２
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
は
、い
ず
れ
も
平
成　

年
ご
ろ

２５

に
は
耐
用
年
数
を
迎
え
ま
す
。
目

標
で
あ
る
平
成　

年
度
の
完
成
に

２４

向
け
て
早
急
に
新
た
な
候
補
地
の

選
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
９
月

に
は
候
補
地
選
定
方
式
を
決
定
し
、

年
度
内
に
は
候
補
地
を
決
定
で
き

る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　

選
別
ラ
イ
ン
整
備

　

豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
、
現
在
、

民
間
業
者
へ
処
理
委
託
し
て
い
る

「
び
ん
・
か
ん
類
」
の
選
別
ラ
イ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、　

月
１０

発
注
、
平
成　

年
３
月
完
成
を
目

２０

指
し
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
稼
動
を
目
指
し
て

２５

い
る
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設

に
は
新
た
に
選
別
ラ
イ
ン
を
設
け

る
予
定
で
す
の
で
、
今
回
整
備
す

る
施
設
は
、
平
成　

年
度
ま
で
使

２４

用
す
る
計
画
で
す
。
限
ら
れ
た
期

間
だ
け
稼
動
さ
せ
る
施
設
で
す
が
、

整
備
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

考
慮
し
て
も
、
約
１
億
円
の
経
費

削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
事
業

　

ナ
タ
ネ
搾
油
機
お
よ
び
Ｂ
Ｄ
Ｆ

精
製
装
置
を
８
月
に
購
入
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、　

月
以
降
に
は

１０

ナ
タ
ネ
油
を
使
っ
た
揚
げ
物
を
学

校
給
食
で
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で

き
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
そ
の
廃

食
油
を
順
次
精
製
し
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
配
送
車
な
ど
で
使
用
す

る
予
定
で
す
。
本
年
度
の
ナ
タ
ネ

栽
培
実
証
ほ
は
、
旧
市
町
ご
と
の

市
内
６
地
区
に
設
置
す
る
こ
と
と

し
、　

ア
ー
ル
ず
つ
委
託
し
ま
し
た
。

５０

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
組
み
と

し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
２
台

の
購
入
を
予
定
し
て
お
り
、
民
間

業
者
等
か
ら
の
寄
付
予
定
の
２
台

と
と
も
に
、
今
年
の
冬
ま
で
に
市

市 

政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
 から 

安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
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民
課
ロ
ビ
ー
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

館
等
に
取
り
付
け
る
予
定
で
す
。

○
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
兵

庫
県
の
持
つ
多
様
な
魅
力
を
全
国

に
発
信
・
周
知
し
、
全
国
か
ら
の

観
光
客
を
誘
致
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ｒ

と
の
連
携
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

７
月　

日
、
観
光
関
連
な
ど
２

１８

０
５
団
体
が
参
画
し
、
知
事
を
会

長
と
す
る
「
兵
庫
県
大
型
観
光
交

流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、
８
月　

日
に
は
本

３１

市
で
も
独
自
の
推
進
組
織
を
設
置

し
ま
し
た
。
今
後
は
県
の
協
議
会

と
も
連
携
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

構
築
、
周
遊
観
光
ル
ー
ト
の
設
定

等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　
「
和
田
山
八
鹿
道
路
」
は
、
現
在

工
事
中
で
あ
り
、「
八
鹿
豊
岡
南
道

路
」
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
１

１８

月
に
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
上
佐
野
以
北
は
「
豊
岡

道
路
」
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
国
に
よ
り
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
念
願
で
あ
る

豊
岡
道
路
が
動
き
出
し
た
と
言
え

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
道
路
が
鳥
取

豊
岡
宮
津
自
動
車
道
に
接
続
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

豊
岡
道
路
の
前
進
は
、
鳥
取
豊
岡

宮
津
自
動
車
道
の
整
備
促
進
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
豊
岡
道
路
の
一
日
も

早
い
ル
ー
ト
決
定
、
都
市
計
画
決

定
に
向
け
て
、
国
に
対
し
強
力
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
企
業
誘
致

　

出
石
町
中
川
地
区
に
企
業
立
地

を
進
め
て
い
た
大
阪
市
の
日
本

シ
ー
ル
工
業
株
式
会
社
か
ら
、
出

石
工
場
の
移
転
を
延
期
し
た
い
と

の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
と

し
て
は
、
工
場
の
建
設
を
前
提
に

移
転
先
用
地
を
提
供
し
た
も
の
で

あ
り
、
早
期
の
立
地
を
期
待
し
、

今
後
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○（
仮
称
）木
屋
町
小
路
整
備
事
業

　

建
築
工
事
は
、
６
月
末
に
着
工

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
初
予

定
し
て
い
た
工
法
で
の
施
工
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

こ
れ
に
伴
う
契
約
金
額
の
変
更
案

を
工
期
の
変
更
と
合
わ
せ
、
今
議

会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
工
期
は
延
び
ま
す
が
、

オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
は
、
当
初
の

予
定
通
り
平
成　

年
７
月
中
旬
に

２０

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
事
業

　

６
月
に
「
出
石
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
を
都
市
計
画
決
定

し
ま
し
た
。
７
月　

日
に
は
、
保

２４

存
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や

伝
統
的
建
造
物
の
明
示
、
修
理
・

修
景
基
準
な
ど
に
つ
い
て
「
豊
岡

市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
審
議

会
」
か
ら
答
申
を
受
け
、
同
日
、

答
申
ど
お
り
「
保
存
計
画
」
を
決

定
し
、
８
月
１
日
付
け
で
、
国
に

対
し
て
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
」
の
選
定
申
出
を
行
い

ま
し
た
。

　

順
調
に
い
け
ば　

月
ご
ろ
に
は

１２

選
定
が
正
式
決
定
さ
れ
る
見
込
み

で
、
そ
れ
を
受
け
、
平
成　

年
度

２０

か
ら
建
造
物
の
修
理
等
の
事
業
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
存
地
区
で
は
建
築
物

の
現
状
変
更
行
為
に
つ
い
て
一
定

の
規
制
が
か
か
る
た
め
、
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
を
講
じ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ

　
　
　

子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

市
で
は
「
子
育
て
が
楽
し
い
ま

ち
・
子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現

を
図
る
た
め
、
子
ど
も
に
関
す
る

組
織
を
教
育
委
員
会
に
統
合
し
、

０
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
子
ど
も
の

１５

育
ち
を
一
体
的
に
捉
え
た
保
育
・

教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
の
誕
生
か

ら
巣
立
ち
、
大
空
に
悠
然
と
舞
う

に
至
っ
た
こ
の
好
機
に
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
、
新
た
に
子
ど
も
と
家
庭

を
支
援
す
る
各
種
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
併
せ
て
、
子
育
て
支
援
の

輪
が
広
が
る
よ
う
市
民
や
団
体
等

の
意
識
を
喚
起
し
、
理
解
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

○
図
書
館
分
館
と

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　
「
豊
岡
市
図
書
施
設
の
整
備
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
順
次
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。現
在
、進
め
て
い
る
城
崎
分

館
の
整
備
に
続
き
、
日
高
総
合
支

所
２
階
を
図
書
館
日
高
分
館
と
し

て
整
備
す
る
た
め
、
今
年
度
、
耐

震
診
断
と
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
総
合
支
所
３
階
の
旧
議

場
を
子
育
て
支
援
広
場
と
し
て
整

備
す
る
実
施
設
計
も
行
い
ま
す
。

○
永
楽
館
整
備

　

復
原
建
築
工
事
は
ほ
ぼ
予
定
通

り
進
捗
し
て
お
り
、
平
成　

年
６

２０

月
に
完
成
さ
せ
、
８
月
に
は
、
永

楽
館
「
平
成 
柿 
落
し
」（
仮
称
）を

こ
け
ら

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柿
落
し
で
は
、
歌
舞
伎
芝
居
が
原

点
と
も
言
え
る
芝
居
小
屋
「
永
楽

館
」
に
相
応
し
い
松
竹
歌
舞
伎
の

興
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
都
市
計
画
税
の
検
討
状
況

　

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
合

併
協
定
に
お
い
て
「
新
市
に
お
い

て
検
討
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
豊
岡
地
域
の
み
に

課
税
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
、
同

種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
市

民
の
受
益
と
負
担
は
公
平
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
是
正
の
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
税
は
、
平
成　

年
度

１９

予
算
で
も
計
上
し
、
今
後
の
財
政

計
画
に
お
い
て
も
見
込
ん
で
い
ま

す
。
仮
に
廃
止
す
る
と
、
市
全
域

を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
投
資
財
源
が
ほ
と
ん
ど
確
保

で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

公
平
性
の
確
保
と
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
、
都
市
計
画
税
の
市
全

域
で
の
課
税
、
あ
る
い
は
他
の
税

目
の
超
過
課
税
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
に
つ
い
て
検
討
し
、
方
針

を
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

持
続
可
能
な

「
力
」を
高
め
る
ま
ち

人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

市
政
の
運
営

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
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高齢者インフルエンザ　　　
　　　予防接種を実施します

　インフルエンザは、ワクチンを接種することによって、かかりにくくなったり、かかっ
ても重症になることを防止する効果があるとされています。
　市では、高齢者を対象にインフルエンザ予防接種を次のとおり実施します。

　◆対　象　者　①６５歳以上の市民で、接種を希望される方
　　　　　　　②６０歳以上６５歳未満の市民で、心臓、腎臓、または呼吸器の機

能に、日常生活が極度に制限される程度の障害がある方、お
よびヒト免疫不全ウィルスにより免疫の機能に日常生活がほ
とんど不可能な程度の障害がある方

　◆接種期間　１０月９日（火）～１２月２８日（金）
　◆接種回数　１回
　◆自己負担　１，３００円（市民税非課税世帯、生活保護世帯は無料）
　◆申　込　み　下記の市内高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関に直接申し込みください。
　◆接種に必要なもの　予診票、印鑑、健康保険証、老人医療受給者証、老人保健受給者証、生活保護世
　　　　　　　　　　　帯等の証明書、市民税非課税世帯の方は同意書
　　　　　　　　　　※接種に必要な予診票は、市内の協力医療機関、保健センタ－、各総合支所健康福
　　　　　　　　　　　祉課に置いています。

市内高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関
住　　所電話番号医療機関名住　　所電話番号医療機関名

今森４６５‐１２４‐７００７ろ っ ぽ う 診 療 所戸牧１０９４２２‐６１１１公 立 豊 岡 病 院

城崎町湯島３４９‐１３２‐２６１０浅 見 医 院日高町岩中８１４２‐１６１１公 立 日 高 病 院

城崎町来日１２８‐７３２‐３１８１藤 本 医 院出石町福住１３００５２‐２５５５公 立 出 石 病 院

竹野町竹野３４４４７‐００１０内 山 医 院九日市下町１１９２２‐０７００あ か ま つ 小 児 科

竹野町竹野２５１０４７‐０００５賀 嶋 医 院城南町５‐１１２９‐２７６６い が ら し 医 院

竹野町森本５１３‐１４８‐０００１森 本 診 療 所若松町７‐５２９‐００１７浮田整形外科医院

日高町江原４０４４２‐０２３０赤 松 医 院江本５０３２９‐０３３３江本内科クリニック

日高町上石２３０‐２４２‐０８８５尾松内科クリニック城南町８‐１２２４‐１００１大 井 医 院

日高町松岡３４７‐１４２‐５３００北 見 医 院中陰３７６‐２２２４‐２５１１小 幡 内 科 医 院

日高町日置２９４２‐３１１０北 村 内 科泉町４‐１１２２‐２６７６金 子 医 院

日高町伊府６６０４４‐００１０谷 垣 医 院中陰４５２２‐３７３３木 下 診 療 所

日高町土居１７０‐１４２‐５８００つるさこ耳鼻咽喉科弥栄町１‐３２２３‐８６６８さくらクリニック

日高町国分寺４００‐１３４２‐３９５５長谷川クリニック小田井町１７‐７２４‐７２０１し ら ゆ り 診 療 所

日高町栗栖野６０‐３４４５‐０００３神 鍋 診 療 所正法寺６３１２９‐３１００田 中 ク リ ニ ッ ク

出石町町分１８３５２‐２０７０玉 岡 医 院京町５‐４３２４‐１８９０中治内科クリニック

出石町本町６６５２‐５８０３中 沢 医 院高屋１０５４２４‐９５００中 島 医 院

出石町福住３８３‐７５２‐０５１１平 位 医 院瀬戸７７‐２０２８‐２０１６中 田 医 院

出石町松枝１０５５２‐２３０１藤 原 医 院泉町７‐３０２３‐２０３１舟木外科胃腸病院

出石町八木３６５２‐２００６由良内科クリニック京町３‐２１２２‐３５３８舟 木 内 科 医 院

医療機関の希望により掲載いたしません和田内科クリニック桜町１１‐７２３‐５１００モ リ ヤ マ 診 療 所

但東町出合７６５４‐００１１合 橋 診 療 所戸牧３７‐５２２‐１１５９やすだ内科クリニック

但東町中山７８８５６‐０３０３資 母 診 療 所大磯町９‐５３２２‐２３８２由 利 医 院

但東町久畑１２６５５‐００３６高 橋 診 療 所�渕１３３‐１土 ２６‐８１８８吉 田 ク リ ニ ッ ク

《問合せ》健康増進課（保健センター）　�２４－１１２７
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インターネット公売のお知らせ
市税などの滞納処分によって差し押さえた財産を、次のとおり公売により売却します。

平成１９年度第６回

◇公売物件　掛軸、陶磁器、スキー用品など４０点

◇公売方法
　インターネットを利用したせり売り
◇参加申込期間
　１０月４日（木）午後１時～１０月１８日（木）午後５時
◇せり売り期間
　１０月２３日（火）午後１時～１０月２５日（木）午後２時
◇代金納付期限
　１１月１日（木）午後３時

◇参加申込方法
　インターネットからの参加となります。
　（１０月４日公開予定）
　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/
　　　　　　　　　　　　　　hyg_toyooka_city 
◇参加資格
　例外を除き、２０歳以上の方であればどなたでも参
加できますが、公売保証金の納付が必要です。

◇その他
　次のサイトでも公売に関する情報を提供していま
す。
・市ホームページ
　http://www.city.toyooka.lg.jp/koubai/top.htm
・ヤフー株式会社の公売システム
　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/
　《問合せ》税務課収税係（公売担当）�２３－１１１８

▲掛軸 【下見会】
　公売物件（動産）を実際に見ることができる下見

会を開催します。落札した物件は、返品すること

ができませんので、事前によく見て参加してくだ

さい。（参加申込みなどは不要）

　日時：１０月１３日（土）午前１０時～午後３時
　場所：日高農村環境改善センター

▲スキーウェア ▲ついたて

▲花瓶
▲五月人形

■国土利用計画法に基づく届出制度
　一定面積以上の土地取引をした場合は、契約を締
結した日から起算して２週間以内に、当該土地の所
在する市を経由して県知事に届け出なければなりま
せん。
◇届出が必要な面積
・市街化区域　　　　　　　　　　　２，０００㎡以上
・市街化区域以外の都市計画区域　　５，０００㎡以上
・都市計画区域以外の区域　　　　１０，０００㎡以上
※届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合、罰
則が適用されることがあります。
■土地の先買い制度
　公有地の拡大の推進に関する法律による土地の先
買い制度とは、県や市などが、都市の健全な発展と
秩序ある整備を促進するために、必要な土地を計画
的に取得する制度のことです。
　土地を有償譲渡する場合には、土地を譲渡しよう
とする日の３週間以内に、当該土地の所在する市を

経由して県知事に届け出なければなりません。
◇届出が必要な面積
・都市計画区域内の都市計画施設
　の区域内等の土地　２００㎡以上
・都市計画区域外の都市計画施設
　の区域内の土地　２００㎡以上　
・上記以外の都市計画区域内の土地で、市街化区域
　および市街化調整区域以外の土地　１０，０００㎡以上
※届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合、罰
則が適用されることがあります。

　また、地方公共団体等に対して、土地の買取りを
希望される場合には、「申出」することができます。
◇申出ができる面積
・都市計画区域内の土地　２００㎡以上
・都市計画区域外の都市計画施設の区域内の土地
　２００㎡以上
　《問合せ》　兵庫県都市政策課�０７８－３４１－７７１１
　　　　　　または都市整備課都市管理係

１０月は土地月間　土地取引の届出をお忘れなく !!
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●　

月　

日（
土
）

１０

１３

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●　

月
１
日（
月
）・
９
日（
火
）・

１０
　

日（
月
）・　

日（
月
）・　

日

１５

２２

２９

（
月
）は

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０－

０
５－

１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３－

６
７
０
０－

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　http://w

w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
に

は
、
現
金
支
払
い
と
口
座
振
替
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
月
納
め

て
い
た
だ
く
ほ
か
に
、
６
カ
月
分

を
一
括
し
て
前
払
い
で
納
め
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
前
納
の
場
合
、

毎
月
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
割

引
き
さ
れ
、
さ
ら
に
口
座
振
替
と

併
せ
て
利
用
さ
れ
る
と
、
割
引
額

が
増
額
し
ま
す
。（
左
表
参
照
）

※
一
部
納
付
や
全
額
保
険
料
免
除

は
、
事
前
に
「
申
請
免
除
」
の

手
続
き
を
し
、
承
認
を
受
け
た

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
現
金
で
前
払
い
（
前

納
）
す
る
に
は
「
納
付
書
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て

口
座
振
替
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
口
座
振
替
の

手
続
き
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
６
カ
月
前
納
さ
れ
る
場
合
は　
１０

月
中
に
支
払
い
が
完
了
す
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
）
い
ず
れ
も

早
め
に
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
、
学
生

納
付
特
例
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶

予
を
受
け
て
い
た
期
間
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ

る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は　
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま

す
の
で
、
将
来
の
年
金
額
の
増
額

に
向
け
て
、
追
納
制
度
を
利
用
く

だ
さ
い
。
追
納
額
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

―
国
民
年
金
保
険
料

納
付
の
方
へ
―

前
払
い（
前
納
）や

口
座
振
替
を
す
る
と

保
険
料
が
割
引
き
さ
れ
ま
す

前
払
い（
前
納
）す
る
に
は

―
免
除
・
学
生
納
付
特
例
・

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
の
あ
る
方
へ
―

保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

申請免除制度

定　額
保険料

納付月数
・

支払方法等

全額保
険料免
除・若
年者納
付猶予

一部納付

１/４
保険料

半額
保険料

３/４
保険料

０円３，５３０円７，０５０円１０，５８０円１４，１００円
現金
支払

１

カ

月

分

－

※口座振替による前納制度は
　ありません。　　　　　　

１４，０５０円
（５０円）

当月末
口座振替
（割引額）

２１，１８０円４２，３００円６３，４８０円８４，６００円
現金
支払

（月々計）６

カ

月

分

２１，０１０円４１，９６０円６２，９６０円８３，９００円
現金
前納

※口座振替による前納制度は
　ありません。　　　　　　

８３，６４０円
口座振
替前納

■保険料一覧表

■平成１９年度追納月額（追納加算額は毎年変更）

免除等区分

追納する額 １/４免除
（３/４納付）

半額免除
（半額納付）

３/４免除
（１/４納付）

全額免除

－

－

－

１６，５５０円

平成９年度
（１０年を経過
していない
分に限る）

１６，３１０円平成１０年度

１５，６８０円平成１１年度

１５，０７０円平成１２年度

１４，５００円平成１３年度

６，９７０円１３，９４０円平成１４年度

６，８６０円１３，７３０円平成１５年度

６，７７０円１３，５４０円平成１６年度

６，７９０円１３，５８０円平成１７年度

３，４６０円６，９３０円１０，３９０円１３，８６０円平成１８年度



15 広報とよおか　2007.9.25

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
通
安
全
と
防
犯
に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
《
問
合
せ
》
防
災
安
全
課
消
防
安
全
係

　

９
月　

日（
金
）か
ら　

日（
日
）

２１

３０

ま
で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
防
止

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

　

９
月　

日
に
飲
酒
運
転
の
罰
則

１９

が
強
化
さ
れ
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

次
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

実
施
中　
!!

ご
み
処
理
の
現
場
か
ら 

　

私
た
ち
が
日
々
出
し
続
け
て
い

る
ご
み
は
、
豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
処
理
し
て
い
ま
す
。

◇
運
転
・
点
検
・
修
繕

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
燃
や
す
ご

み
は
８
５
０
度
以
上
で
焼
却
し
、

燃
や
さ
な
い
ご
み
は
破
砕
機
で
砕

い
て
資
源
を
取
り
出
す
な
ど
、
少

し
で
も
環
境
負
荷
を
小
さ
く
し
よ

う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
は
、
大

ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
鉄
と
レ
ン
ガ
で

出
来
て
い
ま
す
。
３
カ
月
ほ
ど
連

い
）
に
は
維
持
が
限
界
に
達
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
修
繕
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
適
切
に
運
転
や
点
検
を
行

う
と
い
う
前
提
で
す
が
、
こ
の
ま

ま
限
界
と
言
わ
れ
る
時
期
が
来
た

後
も
、焼
却
炉
を
使
用
し
、ク
リ
ー

ン
な
排
気
ガ
ス
の
排
出
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、 
莫  
大 
な
修
繕
費
が

ば
く 
だ
い

掛
か
る
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
「
古
家
の
造
作
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
莫
大
な
修
理

費
を
掛
け
て
お
い
て
、
結
局
は
寿

命
が
切
れ
る
と
い
う
公
費
の
無
駄

遣
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
焼
却
炉
の
寿
命
が
切

れ
る
ま
で
に
、
必
ず
ど
こ
か
に
次

の
焼
却
炉
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
し
か
も
、
今
あ

る
施
設
は
土
地
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
別
の
場
所
に
建
替
え
る
し

か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
そ
の
と
き
ど
う
す
る
の
？

　

も
し
も
、
限
界
を
超
え
て
焼
却

炉
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

た
ち
ま
ち
ご
み
は
、
行
き
場
を
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
リ

ス
ク
を
負
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

今
か
ら
次
の
焼
却
炉
の
建
設
を
計

画
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

続
に
運
転
し
た
ら
一
旦
焼
却
を
止

め
て
、
炉
内
の
レ
ン
ガ
な
ど
を
点

検
・
交
換
し
、
悪
い
所
は
修
繕
し

て
次
の
運
転
に
備
え
ま
す
。
焼
却

炉
は
２
基
あ
り
、
こ
の
作
業
を
交

互
に
行
っ
て
、
円
滑
な
運
転
に
努

め
て
い
ま
す
。

◇
ご
み
焼
却
炉
の
寿
命

　

ご
み
焼
却
炉
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
常
に
良
い
状
態
に
保
つ
こ
と

が
、
ク
リ
ー
ン
な
排
気
ガ
ス
の
排

出
に
結
び
付
く
の
で
す
が
、
物
に

は
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
時
々
「
直

し
な
が
ら
使
い
続
け
た
ら
い
い
」

と
い
う
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
寿
命
を
無
視
し
て
、

い
つ
ま
で
も
使
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
の
は
幻
想
で
す
。

　

通
常
、
ご
み
焼
却
炉
の
寿
命
は
、

　

〜　

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１５

２０

平
成
２
年
生
ま
れ
の
同
セ
ン
タ
ー

は
、
専
門
家
が
検
査
し
た
結
果
、

平
成　

年
ご
ろ
（
あ
と
６
年
く
ら

２５

▲豊岡清掃センター

飲
酒
運
転
の
罰
則
が

強
化
さ
れ
ま
し
た

運転者の周辺者への罰則の新設（罰則整備）
（●車や酒の提供を厳罰化！●同乗することも禁止！）

運転者に対する罰則の強化（罰則引上げ）
改　正　後改　正　前

５年以下の懲役または
１００万円以下の罰金

３年以下の懲役または
５０万円以下の罰金酒酔い運転

３年以下の懲役または
５０万円以下の罰金

１年以下の懲役または
３０万円以下の罰金酒気帯び運転

３カ月以下の懲役または
５０万円以下の罰金３０万円以下の罰金飲酒検知（呼

気検査）拒否

酒気を帯びている者で飲酒運転を行うおそ
れがある者に対し

酒類を提供する車両を提供する

３年以下の懲役または
５０万円以下の罰金

５年以下の懲役または
１００万円以下の罰金

酒酔い運転
の場合　　

運
転
者
本
人
が

２年以下の懲役または
３０万円以下の罰金

３年以下の懲役または
５０万円以下の罰金

酒気帯び運
転の場合　

車両の運転者が酒気を帯びてい
ることを知りながら　　　

車両の運転者が酒に酔った状態
にあることを知りながら　

自己の運送の要求・依頼をしてその車両に同乗する

２年以下の懲役または
３０万円以下の罰金

３年以下の懲役または
５０万円以下の罰金
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８
月　

日
、「
頑
張
れ　

Ｅ
Ｍ
土

２４

!!

団
子　
ホ
タ
ル
舞
う
大
磯
川　
復
古

大
作
戦
」
と
題
し
て
、
弥
栄
町
の

円
山
川
廃
川
に
Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生

物
群
）
土
団
子
を
昨
年
に
引
き
続

き
投
入
し
ま
し
た
。
Ｅ
Ｍ
土
団
子

は
、
団
子
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
酵
母
菌
が
作
用
し
、
浄
化
に
有

効
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
は
、ま
ち
の
開
発
・

発
展
と
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も

に
汚
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

河
川
を
、
以
前
の
よ
う
な
美
し
い

川
へ
蘇
ら
せ
よ
う
と
、
豊
岡
環
境

衛
生
推
進
協
議
会
が
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
同
協
議
会
の
会
員
ら

と
八
条
小
学
校
５
年
生
の
児
童
ら

約　

人
が
、約
３
、０
０
０
個
の
Ｅ

８０
Ｍ
土
団
子
を
次
々
と
円
山
川
廃
川

へ
投
入
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
会
長
の
日
下
部
昌
男

さ
ん
は
「
環
境
を
良
く
す
る
た
め

に
は
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、
ま
ず

始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

一
歩
が
、
大
き
な
成
果
に
結
び
付

き
ま
す
」
と
手
に
握
っ
た
土
団
子

に
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
で
漁
業
研
修
を
受
け
る

た
め
来
日
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

の
ソ
デ
ィ
キ
ン
さ
ん（　

歳
）と
ア
セ

２９

プ
・
ス
プ
リ
ヤ
デ
ィ
さ
ん（　

歳
）が
、

２５

８
月　

日
、市
役
所
を
訪
れ
、中
貝

２９

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
は
、
国
の「
外
国
人
漁
業

研
修
・
技
能
実
習
」制
度
に
よ
る
も

の
で
、
２
人
は
、
但
馬
漁
協
津
居
山

支
所
所
属
の
底
曳
網
漁
船
に
乗
り

込
ん
で
漁
業
に
携
わ
る
実
務
研
修

（
９
カ
月
半
）
と
、
日
本
語
や
漁
業

の
知
識
を
学
ぶ
陸
上
研
修
（
２
カ

月
半
）
を
受
け
ま
す
。そ
の
後
、
大

日
本
水
産
会
の
試
験
に
合
格
す
れ

ば
、技
能
実
習
生
と
な
り
、２
年
間

の
就
労
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

ア
セ
プ
さ
ん
が「
不
慣
れ
な
土

地
と
仕
事
に
少
し
不
安
は
あ
り
ま

す
が
、
一
緒
に
働
け
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
日
本
語
で

あ
い
さ
つ
す
る
と
、
中
貝
市
長
は

「
冬
の
日
本
海
で
の
仕
事
は
厳
し
い

で
す
が
、
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」と
２
人
を
激
励
し
ま

し
た
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
研
修
生
」を
受
け
入
れ
ま
し
た

日
本
の
水
産
業
を
学
ぶ
た
め
に
来
日

円
山
川
廃
川（
弥
栄
町
）の
河
川
浄
化
活
動
を
実
施

環
境
保
全
は
小
さ
な
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
８
月
】

６
日　

子
育
て
に
か
か
る
意
見
交

換
会

　

日　

出
石
藩
夏
ま
つ
り
点
火
式

１２
　

日　

但
東
消
防
団
操
法
大
会

１９
　
　
　

た
け
の
こ
村
ま
つ
り

　

日　

豊
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

２２

ク
セ
ス
数
１
５
０
万
件
達

成

　

日　

京
丹
後
市
と
の
合
同
会

２３

議
・
図
書
館
相
互
利
用
協

定
書
締
結

　
　
　

竹
野
消
防
団
夏
季
訓
練

　

日　

羽
越
水
害　

年
シ
ン
ポ
ジ

２５

４０

ウ
ム（
山
形
県
中
山
町
）

　

日　

兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン

２６

全
国
大
会

　
　
　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
早

期
実
現
促
進
大
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

愛
宕
の
火
祭
り

　

日　

豊
岡
市
小
学
校
体
育
実
技

２７

研
修
会
（
神
戸
親
和
女
子

大
学
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）

【
９
月
】

１
日　

竹
野
消
防
団
第
６
分
団
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
引
渡
式

４
日　

稲
葉
川
改
修
事
業
起
工

式
・
起
工
を
祝
う
集
い

　
　
　

野
上
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人

工
巣
塔
設
置

５
日　

こ
と
ぶ
き
苑
敬
老
会

６
日　

コ
ス
モ
ス
荘
敬
老
会

▲田鶴野小学校の児童が見守る中、
農道脇に設置された人工巣塔

第
一
生
命
保
険
相
互
会
社
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
塔
を
寄
贈

新
た
な
巣
塔
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
飛
来
の
予
感

ノ
ト
リ
の
人
工
巣
塔
を
田
鶴
野
小

学
校
近
く
の
農
道
脇（
野
上
）に
設

置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
社
が「
良
き
企
業
市

民
」
と
し
て
健
全
な
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
全

社
で「
社
会
貢
献
活
動
」に
取
り
組

む
中
で
、本
市
が
進
め
て
い
る「
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
」
を
支
援
す

る
た
め
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。
設
置
費
用
の
一
部
は
、
社

員
ら
に
よ
る
募
金
活
動
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
等
で
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
田
鶴
野
小
学
校
体
育

館
で
贈
呈
式
典
が
行
わ
れ
た
後
、

児
童
た
ち
が
見
守
る
中
、
ク
レ
ー

ン
車
に
よ
っ
て
、
巣
台
が
高
さ　
１３

メ
ー
ト
ル
の
巣
柱
に
取
り
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

巣
台
に
は
、
８
月　

日
に
児
童

２５

た
ち
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
の

飼
育
員
と
一
緒
に
作
製
し
た
巣
が

乗
せ
ら
れ
て
ま
す
。

　

同
校
６
年
生
の
田
村 
湧  
雅 
く
ん

ゆ
う 

が

は
、「
こ
の
人
工
巣
塔
で
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
ヒ
ナ
を
育
て
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
、
第

一
生
命
保
険
相
互

会
社
姫
路
支
社

（
支
社
長：

吉
田

和
正
）、第
一
生
命

労
働
組
合
姫
路
支

部
（
委
員
長：

朝

見
幸
敏
）
か
ら
寄

贈
を
受
け
た
コ
ウ
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８
月　

日
、
神
鍋
高
原
の
夏 

２６

の
風
物
詩
・
兵
庫
神
鍋
高
原
マ 

ラ
ソ
ン
全
国
大
会
を
、
県
立
但 

馬
ド
ー
ム
を
発
着
点
と
す
る
神
鍋

高
原
周
回
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、４
、５
９
１
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
日
差
し
が
照
り
付
け
る
残

暑
の
中
、
コ
ー
ス
内
に
設
け
た
給

水
所
や
シ
ャ
ワ
ー
で
涼
を
取
り
な

が
ら
高
原
を
駆
け
抜
け
、
見
事
４
、

３
４
５
人
が
完
走
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
に
参
加
し
た
ラ
ン

ナ
ー
や
会
場
を
訪
れ
た
家
族
連
れ

な
ど
の
観
衆
は
、
ス
イ
カ
や
ト
マ

ト
の
サ
ー
ビ
ス
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
り

や
つ
か
み
取
り
、
但
馬
牛
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
各
種
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
満
喫
し
、
楽
し
い
夏
の

思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

３０

ス
ト
但
馬
」
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
づ
く
り
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
八
条
幼

稚
園
に
園
庭
緑
化
設
備
（
砂
場
の

日
陰
づ
く
り
設
備
）
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
会
が
開

催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の

収
益
金
の
一
部
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

同
会
か
ら
は
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
の
「
テ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン
」
を
は

じ
め
、
プ
ラ
ポ
ン
絵
本
の
制
作
費
、

東
保
育
園
や
城
南
保
育
園
の
植
栽

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
寄
贈
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

八
条
幼
稚
園
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
日
陰
と
な
る
場
所
が
少
な
い

状
態
で
し
た
が
、
今
回
の
寄
贈
に

よ
り
、
暑
い
日
で
も
園
児
た
ち
が

休
息
し
、
涼
む
場
所
が
で
き
る
と

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
会
長
の
大
橋
艶
子
さ
ん
は

「
私
た
ち
の
活
動
が
子
育
て
支
援

に
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
す
と
、
中
貝
市
長
は

「
市
が
進
め
る
『
子
育
て
が
楽
し

い
ま
ち
豊
岡
』
の
取
組
み
に
一
層

の
後
押
し
を
受
け
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

▲沿道から声援を受けながら走る参
加者たち

▲国際ソロプチミスト但馬の大橋会長（左から２人目）か
ら寄付目録を受ける中貝市長

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

3

ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
々 

　

あ
あ
、
腹
が
立
つ
。
ゴ
ミ
を
捨

て
る
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。

　

メ
タ
ボ
撲
滅
大
作
戦
に
奥
田
・

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
副
市
長
と

共
に
敢
然
と
立
ち
上
が
っ
た
私
は
、

毎
朝
６
時
半
に
家
を
出
て
約
１
時

間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
。
と

こ
ろ
が
、
で
あ
る
。

　

歩
道
に
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
。気
に
な
る
。汚
い
。

最
初
は
妻
が
始
め
た
。
ゴ
ミ
袋
を

持
っ
て
出
発
し
、
帰
り
道
で
拾
う

の
だ
。
妻
が
日
焼
け
対
策
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
中
断
し
て
か
ら
は
、

私
が
何
日
か
に
一
度
ゴ
ミ
袋
を

持
っ
て
歩
い
て
い
る
。

　

拾
っ
て
も
拾
っ
て
も
新
し
い
ゴ

ミ
が
あ
る
。
特
に
タ
バ
コ
が
の
さ

ば
っ
て
い
る
。
ゴ
ミ
を
平
気
で
捨

て
る
こ
と
が
で
き
る
人
々
と
は
ど

の
よ
う
な
人
々
で
あ
ろ
う
か
。

　

行
き
は
さ
っ
そ
う
と
早
歩
き
で

い
い
の
だ
が
、
帰
り
は
や
た
ら
と

前
屈
運
動
が
入
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド

が
落
ち
る
。
朝
は
忙
し
い
の
に
、

で
あ
る
。
し
か
も
、
私
が
健
康
増

進
課
か
ら
持
た
さ
れ
て
い
る
歩
数

計
に
は
「
し
っ
か
り
歩
き
」
と
い

う
項
目
も
あ
っ
て
、　

分
以
上
継

１０

続
し
て
歩
か
な
い
と
、歩
数
は「
ゼ

ロ
」。帰
り
道
の
歩
数
は
得
点
に
な

ら
な
い
。
無
念
で
あ
る
。

　

腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
「
ポ
イ
捨
て

は
極
刑
に
す
る
ぞ
！
」
と
妻
に
わ

め
い
て
み
た
が
、
地
方
自
治
法
は
、

条
例
で
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
最

高
刑
は
２
年
の
懲
役
ま
た
は
禁
固

と
定
め
て
い
る
し
、
罪
刑
法
定
主

義
は
、
罪
と
罰
の
均
衡
を
求
め
て

い
る
。
仮
に
罰
則
を
設
け
て
も
、

取
り
締
ま
る
人
手
も
な
い
。
条
例

を
作
っ
て
も
単
な
る
自
己
満
足
に

終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
。
捨
て

る
人
あ
れ
ば
、
拾
う
人
あ
り
。
先

日
、
市
の
消
防
士
と
話
を
し
て
い

た
ら
、
彼
も
散
歩
が
て
ら
拾
っ
て

い
る
の
だ
と
言
っ
て
い
た
。

　

ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
、
ゴ
ミ
を
拾

お
う
。
そ
う
叫
び
た
く
な
る
今
日

こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

第　

回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
を
開
催

２８

澄
み
わ
た
る
青
空
の
下　
４
、５
９
１
人
が
健
脚
を
競
い
合
う

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬
」が
八
条
幼
稚
園
に
園
庭
緑
化
設
備
を
寄
贈

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
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８
月　

日
、
城
崎
町
商
工
会
青
年
部
創
立　

周
年

３０

３０

記
念
事
業
と
し
て
、
か
つ
て
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
城

崎
桶
レ
ー
ス
」
が
城
崎
温
泉
街
の
大
谿
川
で
約　

年
１５

ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

桶
レ
ー
ス
は
、
直
径
約
１
・
２
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

約　

セ
ン
チ
の
桶
に
乗
り
、
約　

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

５０

５０

ス
で
争
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
な
ど
に
よ
る
記
念
レ
ー

ス
で
幕
を
開
け
、
そ
の
後
、
４
人
１
組
で
４
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
、
互
い

に
水
を
掛
け
合
っ
て
約
半
数
が
転
覆
す
る
レ
ー
ス
運

び
に
、
観
光
客
ら
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
千
本
も
ち
つ
き
も
復
活
し
、
つ
き

た
て
の
も
ち
が
観
光
客
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
、
金
沢
市
民
芸
術
村
と
文
学
座
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
公
演
「
お
〜
い
幾
太
郎
」
を
、
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
明
治　

年
の
金
沢
を
舞
台
に
、
世
界

３６

的
哲
学
者
・
西
田
幾
太
郎
の
青
年
教
師
時
代
を
描
い

た
心
温
ま
る
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
集
ま
っ
た

約
２
０
０
人
の
観
覧
者
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

公
演
終
了
後
は
、
出
演
者
の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
舞
台
の
裏
話
な
ど
、
出
演
者
の

違
っ
た
一
面
を
見
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

同
プ
ラ
ザ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
主
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
く
だ
さ
い
。

　

９
月
６
日
、
竹
野
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
全

日
本
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
大
賞
（
Ｊ
‐
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

大
賞
）
の
兵
庫
県
代
表
（
７
８
４
校
中
１
位
）
に
決

定
し
、
同
校
で
表
彰
状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

圧
倒
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
や
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
一
言
日
記
「
た
け
の
こ
日
記
」、「
フ
ォ
ト
日
記
」、

「
今
日
の
給
食
」
な
ど
、
毎
日
の
更
新
で
学
校
の
様

子
が
新
鮮
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

沖
野
龍
之
校
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
役
立

た
せ
る
た
め
、今
後
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
全
国
大
会
で
選
考
中
で
、　

月
中
旬
に
は

１０

全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
が
決
定
し
ま
す
。

▲浴衣姿で桶に乗り込みゴールを目指す参加者たち

▲心温まるストーリーと熱の入った出演者の演技に、観覧者
も時を忘れて見入った

城
崎
桶
レ
ー
ス

大
谿
川
に
桶
の
船
が

　
　
　

ぷ
ー
か
ぷ
か　
!!

第
５
回
全
日
本
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
大
賞

竹
野
小
学
校
が

　
　

兵
庫
県
代
表
に
決
定 ▲日々「たけのこ日記」に書き込みをしている５年生

の児童たち (http://www2.city.toyooka.hyogo.jp/
edu/school/takeno-es/）

公
演
「
お
〜
い 
幾  
太  
郎 
」

き 

た 
ろ
う

古
き
よ
き
家
族
の
時
代
を熱

演
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

い
ず
し
古
代
学
習
館（
出
石
町
袴
狭
）と
小
野
地
区

公
民
館
で
は
、
平
成　

年
か
ら
古
代
米
栽
培
学
習
体

１６

験
で
刈
り
取
っ
た
稲
わ
ら
を
使
っ
て
、
か
か
し
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
に
は
、
町
内
４
小
学
校
の
児
童
ら
が
か

か
し
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
出
来
上
が
っ
た
か
か
し　
３４

体
が
、
同
館
近
く
の
古
代
米
を
栽
培
し
て
い
る
田
ん

ぼ
の
横
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

並
べ
ら
れ
た
か
か
し
の
中
に
は
、「
ビ
リ
ー
を
が
ん

ば
る
お
母
さ
ん
」
や
「
チ
ョ
イ
ワ
ル
お
や
じ
」、「
ご

は
ん
つ
ぶ
の
す
け
」
な
ど
と
命
名
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
が
あ
り
、
色
と
り
ど
り
の
デ
ザ
イ
ン
で
仕
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
９
月
中
に
は
、
こ
の
中
か
ら
優

秀
作
品
が
選
ば
れ
、
同
館
お
よ
び
小
野
地
区
公
民
館

か
ら
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

９
月
４
日
、
稲
葉
川
改
修
事
業
の
起
工
式
が
日
高

町
岩
中
地
内
で
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の
関
係
者

が
出
席
し
工
事
の
安
全
と
早
期
完
成
を
願
い
ま
し
た
。

　

円
山
川
と
稲
葉
川
が
合
流
す
る
本
地
域
に
は
堤
防

が
な
く
、
平
成　

年
の
台
風　

号
で
は
多
く
の
民
家

１６

２３

が
浸
水
し
、
尊
い
２
人
の
命
も
失
う
な
ど
、
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
が
円
山
川
本

流
の
築
堤
工
事
、
県
が
稲
葉
川
の
改
修
工
事
、
そ
し

て
市
が
稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業
と
、
国
県
市
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
６
区
で
つ
く
る
期
成
同
盟
会
会
長
の
吉
田
勲

さ
ん
は
「
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
て
感
無
量
で
す
」
と

感
極
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

▲工事の安全を願い 鍬 入れを行う関係者。また、起工式
くわ

終了後は、赤崎橋近くの治水祈念の碑に移動し、台風
２３号の犠牲者に事業着工の報告がなされた

　

９
月
９
日
、
但
東
町
畑
山
の
但
東
ダ
ム
・
よ
こ
た

に
湖
周
辺
で
同
湖
環
境
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
環
境
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
ク
は
、
市
民
の
飲
料
水
な
ど
と
な
る

水
源
を
大
切
に
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月
１
回
開

催
さ
れ
、
周
辺
の
環
境
美
化
を
は
じ
め
、
自
然
観
察

な
ど
を
行
い
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
す
。

　

参
加
し
た
９
人
は
、 
日  
和  
坂 
公
民
館
を
発
着
点
と

ひ 

わ 
さ
か

し
、
湖
周
辺
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
ご
み
拾
い
や

湖
の
生
物
調
査
な
ど
を
行
い
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
事
務
局
の
橋
本 
祥  
宏 
さ
ん
は
「
環
境
美

よ
し 
ひ
ろ

化
活
動
を
通
じ
て
、
ダ
ム
と
地
域
が
親
し
く
か
か
わ

っ
て
行
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲今回で３回目となる環境ウォーク。但東ダム・よこた
に湖周辺の環境美化などをしながら歩く参加者たち

い
ず
し
古
代
学
習
館
で
か
か
し
づ
く
り

ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
がズ

ラ
リ

但
東
ダ
ム
・
よ
こ
た
に
湖
環
境
ウ
ォ
ー
ク

湖
周
辺
を
歩
き
な
が
ら

環
境
美
化
活
動

▲ズラリと並べられたかかし。色とりどりのデザインと
ユニークな名前で見る人を楽しませていた

 
稲  
葉  
川 
改
修
事
業
起
工
式

い
な 
ん
ば 
が
わ

悲
願
の
無
堤
防
地
区

　
　
　
　

解
消
に
向
け
て
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７
月　

日
〜　

日
に
東
京
辰
巳

１３

１６

国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ

パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
７
（
日

本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大

会
）
に
出
場
し
、
バ
タ
フ
ラ
イ　
５０

メ
ー
ト
ル
の
部（　

〜　

歳
）で　

６０

６４

３２

秒　

の
タ
イ
ム
で
泳
ぎ
切
り
、
見

６３
事
４
位
に
輝
い
た
田
中　

忍
さ
ん
。

　

同
大
会
に
は
、
昭
和　

年
か
ら

６２

ほ
ぼ
毎
年
参
加
し
、
今
大
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
で
一
番
良
い
成
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。「
力
ま
ず
に
大
会
に

臨
め
た
の
で
最
高
の
泳
ぎ
が
で
き

ま
し
た
」
と
大
会
当
日
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、　

歳
代
前
半
に

３０

体
調
を
崩
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

水
泳
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

体
調
も
回
復
し
て
い
く
中
、
水
泳

の
楽
し
さ
を
知
り
、
そ
の
魅
力
に

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、

週
２
〜
４
日
程
度
、
市
内
の
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
練
習
し
て
い

ま
す
。

　

バ
タ
フ
ラ
イ
は
、
平
泳
ぎ
、
ク

ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
と
並
ぶ
４
大
泳

法
の
一
つ
で
、
平
泳
ぎ
を
原
型
と

し
て
い
ま
す
。
両
腕
は
同
時
に
前

後
に
、
両
脚
は
同
時
に
上
下
に
動

か
し
て
泳
ぎ
、
腕
・
脚
は
、
交
互

に
動
か
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
の

ル
ー
ル
が
あ
り
、
両
腕
で
水
を
一

か
き
す
る
間
に
両
脚
で
ド
ル
フ
ィ

ン
キ
ッ
ク
を
２
回
し
ま
す
。

　

バ
タ
フ
ラ
イ
で
特
に
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
腕
と
背
中
の
筋
力
で

す
。
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
長

い
距
離
を
泳
ぎ
切
る
に
は
、
持
久

力
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
田
中
さ
ん
が
生
活

の
中
で
特
に
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
、
腕
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。
毎
日
欠
か
さ
ず
腕
立
て
伏

せ
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み

な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
と
十
分
な
睡
眠
時
間
を
取
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
日
々

の
努
力
の
結
果
、　

歳
と
は
思
え

６０

な
い
よ
う
な
体
型
を
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ

パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
の
出
場
資
格
は
、

　

歳
以
上
の
社
会
人
で
あ
る
こ
と
。

１８大
会
は
、
選
手
が
５
歳
刻
み
で
分

類
さ
れ
、
同
年
代
の
選
手
た
ち
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま

す
。

　

「
大
会
当
日
に
良
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
臨
む
に
は
、
１
年
が
か

り
で
練
習
と
調
整
を
図
り
、
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
大
会
に
臨
む
競
技
者
と
し
て
の

意
気
込
み
を
語
る
田
中
さ
ん
。
そ

の
他
に
も
、
年
間
通
し
て
数
多
く

の
大
会
に
出
場
し
ま
す
が
、
や
は

り
照
準
を
合
わ
せ
る
の
は
、
ジ
ャ

パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
で
す
。

　

田
中
さ
ん
に
「
自
分
に
と
っ
て

水
泳
と
は
何
で
す
か
」
と
尋
ね
る

と
、「
私
に
と
っ
て
水
泳
は
生
活
の

原
動
力
で
す
。
健
康
を
保
つ
こ
と

が
で
き
、
大
会
を
通
じ
て
出
会
い

と
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
日
々

の
生
活
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
水

泳
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
て

ケ
ガ
を
す
る
リ
ス
ク
が
少
な
く
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
に

で
も
親
し
み
や
す
く
始
め
や
す
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
答
え
、
次
の
大
会
に
向
け

て
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

▲数々の水泳競技会に出場し続ける田中さ
ん。カメラで風景写真を撮ることが趣味で、
観光名所を散策している。「何事も体力が
必要」と健康管理には人一倍気を遣ってい
る

　豊岡地域には、健康維持のために始めた水泳がきっかけで、その魅
力にのめり込み、数々の大会に出場している元気な方がいます。日々、
欠かさず練習を重ね、ジャパンマスターズ２００７でクラス４位に輝いた
一人の男性を紹介します。

▲

スイミングスクールでウォーミン
グアップする田中さん

競技会の緊張感がたまらない
水泳は生涯続けられるスポーツ

田中　忍さん（６０歳）豊岡市香住在住

▲タイム計測しながらバタフライの練習をする
田中さん

ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
で

　
　
　
　

４
位
入
賞
！

バ
タ
フ
ラ
イ
で
泳
ぐ
に
は

日
々
の
健
康
管
理
が
重
要

ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　

へ
の
挑
戦

心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
た
め

　
　
　

ず
っ
と
泳
ぎ
続
け
た
い
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八
代
小
学
校
は
、
日
高
地
域
と

竹
野
浜
を
結
ぶ
県
道
１
号
沿
い
の

農
山
村
地
帯
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
９
地
区
か
ら　

人
の
児
童

４８

が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

八
代
小
学
校
に
通
う
児
童
会
長

の
赤
木
く
ん
（
６
年
）
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ　

に
参
加
し
、
卓
球
と

２１

フ
ッ
ト
サ
ル
で
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
元
気
な
赤

木
く
ん
に
八
代
小
学
校
を
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

僕
が
通
う
八
代
小
学
校
で
は
、

全
校
生
で
和
太
鼓
演
奏
と
一
輪
車

八
代
小
学
校
 

案
内
者
 
赤
木
　
豪
 

（
日
高
） 

く
ん
 

２６ 

ご
う 演

技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
の
地
域
の
夏
祭
り
で

は
、
日
ご
ろ
練
習
し
た
和
太
鼓
演

奏
を
披
露
し
ま
す
。
昨
年
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
誕
生
の
様
子
を
取
り

入
れ
て
作
っ
た
曲
を
演
奏
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
夏
祭
り
が
雨
で
中
止

に
な
っ
た
の
で
、
公
民
館
の
運
動

会
で
巣
立
ち
の
様
子
も
入
れ
て
演

奏
し
ま
す
。 
桶  
胴 
太
鼓
や
三
宅
太

お
け 
ど
う

鼓
は
大
き
い
の
で
、力
強
く
た
た
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
校
に
入
学
し
た
ら

一
輪
車
が
一
人
一
台
割
り
当
て
ら

れ
、全
校
生
で
練
習
し
ま
す
。そ
し

て
、秋
の
運
動
会
に
は
、　

人
プ
ロ

２３

ペ
ラ
や
交
差
、チ
ェ
ー
ン
走
行
の
ル
ー

プ
な
ど
、高
度
な
技
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
す
。こ
の
技
は
全
員
の
息
を

合
わ
せ
な
い
と
で
き
な
い
の
で
、練

習
を
い
っ
ぱ
い
し
て
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
６
年
生
は
、
両
端
で
列

が
そ
ろ
う
よ
う
に
調
節
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
み
ん
な
の
様
子

を
見
な
が
ら
走
行
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
成
功
し
た
と
き
は
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
６
月
に
行
う
児
童

会
で
企
画
し
た
「
三
世
代
ふ
れ
あ

い
集
会
」
も
取
組
み
の
一
つ
で
す
。

全
校
生
を
４
つ
に
分
け
て
学
年
の

枠
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
リ
レ
ー
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。
見
に
来
て
く
れ
た
地

域
の
方
々
と
自
己
紹
介
し
合
っ
て
、

よ
り
多
く
の
人
の
サ
イ
ン
を
集
め

る
「
サ
イ
ン
を
集
め
よ
う
」
が
楽

し
か
っ
た
で
す
。
地
域
の
人
は
僕

を
知
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

▲秋の運動会では、日ごろ練習した一
輪車の技を披露した

　

円
山
川
城
崎
ボ
ー
ト
協
会
は
、

平
成　

年
に
発
足
し
、
現
在
の
会

１０

員
数
は
１
６
３
人
で
す
。

　

同
協
会
の
主
な
活
動
は
、
市
内

在
住
者
を
対
象
に
し
た
ボ
ー
ト
教

室
や
城
崎
レ
ガ
ッ
タ
を
中
心
と
す

る
各
種
大
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。

　

同
協
会
会
長
の
結
城
紘
一
さ
ん

（
城
崎
町
湯
島
）は
「
円
山
川
城
崎

漕
艇
場
は
世
界
に
通
用
す
る
ボ
ー

ト
コ
ー
ス
と
も
い
え
る
水
辺
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
」
と
円
山
川
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。

　

ボ
ー
ト
競
技
の
す
ば
ら
し
さ
は
、

一
糸
乱
れ
ぬ 
漕 
ぎ
手
の
調
和
と
水

こ

面
を
滑
る
よ
う
に
し
て
進
む 
艇 
、

て
い

そ
し
て
コ
ッ
ク
ス（ 
舵  
手 
）同
士
の

だ 

し
ゅ

レ
ー
ス
の
駆
け
引
き
で
あ
り
、
そ

れ
が
観
る
者
を
沸
か
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
協
会
と
連
携
し
て
積

極
的
に
ボ
ー
ト
普
及
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
円
山
川
城
崎
ロ
ー

イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
は
、
日
々
、
ボ
ー

ト
競
技
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
は
、　

月
１０

５
日
〜
８
日
に
開
催
さ
れ
る
秋
田

国
体
の
ボ
ー
ト
競
技
・
成
年
男
子

の
部
に
出
場
が
決
ま
っ
て
お
り
、

４
人
の
漕
ぎ
手
と
１
人
の
舵
手
が

乗
り
込
む
「
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
」

と
２
人
の
漕
ぎ
手
が
乗
り
込
む

「
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
」に
挑
戦
し
ま
す
。

　

昨
年
、
城
崎
で
開
催
さ
れ
た
兵

庫
国
体
で
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃

し
た
結
城
竜
則
選
手
（
城
崎
町
湯

島
）
は
「
目
標
に
は
届
か
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
そ
の
悔
し
さ
を
胸
に

兵
庫
国
体
で
培
っ
た
経
験
を
生
か

し
こ
れ
か
ら
の
兵
庫
を
強
く
し
て

い
こ
う
と
一
致
団
結
し
ま
し
た
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

出
発
は　

月
１
日
。
大
会
を
目
前

１０

に
練
習
に
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
し

た
。

▲自然に囲まれた八代小学校。周囲
にはのどかな田園風景が広がる

　

こ
の
よ
う
に
、
八
代
小
学
校
で

は
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

や
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▲同クラブは国体選手等によるボート教室の講
師を務めるなどの、後継者育成にも努めている

『
円
山
川
城
崎
ボ
ー
ト
協
会
』（
城
崎
）

兵
庫
国
体
を
契
機
に　
ボ
ー
ト
普
及
に
専
心
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「
こ
こ
ろ
豊
か
な
子
ど
も
」
を
育
成
す
る 

〜
運
動
好
き
な
子
ど
も
は
「
心
」
も
育
つ
〜 

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係 

各
園
で
の
取
組
み
事
例
の
紹
介（
そ
の
２
） 

（
最
終
回
） 

６ 

シ
リ
ー
ズ 

　
市
内
の
保
育
園
と
幼
稚
園
で
は
、
７
モ
デ
ル
園
（
５
月
２５
日
発
行
の
広 

報
と
よ
お
か
第
５１
号
参
照
）
を
設
定
し
て
お
り
、
今
回
は
、
前
回
紹
介
し 

た
以
外
の
４
園
の
取
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

○
こ
く
ふ
保
育
園（
日
高
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

普
段
は
生
活
の
中
で
、
自
然
に

い
ろ
ん
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
部

屋
に
い
ろ
い
ろ
な
色
の
画
用
紙
を

丸
く
切
っ
て
床
に
貼
り
、
そ
の
上

を
子
ど
も
た
ち
が
ジ
ャ
ン
プ
し
た

り
、
ク
マ
さ
ん
歩
き
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

ワ
ニ
さ
ん
ト
ン
ネ
ル
や
草
や
海
な

ど
の
障
害
物
を
つ
く
り
、
サ
ー
キ
ッ

ト
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
友

達
同
士
で「
次
は
こ
う
し
よ
う
！
」

と
相
談
し
な
が
ら
遊
ぶ
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

○
府
中
幼
稚
園（
日
高
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

５
月
か
ら「
ク
マ
さ
ん
雑
巾
」と

名
前
を
付
け
て
雑
巾
が
け
を
始
め
、

随
分
、
力
が
付
い
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
に
入
り
、
園
長
先
生
や
校

務
員
さ
ん
手
作
り
の
竹
の
橋
渡
り

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
つ
る
つ

る
す
る
な
」「
す
べ
る
で
」
と
慎
重

に
な
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
手
放
し
で

最
後
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
一
本
橋
を
前
向
き
に
歩
こ
う

と
挑
戦
し
た
り
、
思
う
存
分
、
体

を
動
か
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

○
合
橋
保
育
園（
出
石
・
但
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

水
遊
び
を
し
た
後
に
、
鉄
棒
に

ぶ
ら
下
が
り
を
す
る
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
。
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
し
っ
か
り
と
肘
を
曲
げ
て

ぶ
ら
下
が
る
こ
と
が
で
き
る
子
が

増
え
、
鉄
棒
で
い
ろ
い
ろ
な
動
物

な
ど
に
変
身
し
て
遊
ぶ
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

○
合
橋
幼
稚
園（
出
石
・
但
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」の
中
で

み
ん
な
と
一
緒
に
、
鉄
棒
、
う
ん

て
い
、
縄
跳
び
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、

自
分
た
ち
の
遊
び
の
中
に
取
り
入

れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

で
き
た
時
の
喜
び
は
、
子
ど
も

た
ち
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

※
豊
岡
市
の
運
動
遊
び
事
業
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

前
回
は
、
改
修
前
の
永
楽
館
が

明
治　

年
に
劇
場
と
し
て
開
演
さ

３４

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
お
話
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
続
き
で
す
。

　

明
治
期
に
は
、
京
阪
神
か
ら
歌

舞
伎
一
座
が
や
っ
て
来
て
興
行
を

行
い
、
ま
た
大
正
期
に
入
る
と
活

動
写
真
の
上
映
に
も
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
弁
士
が
動
く

写
真
を
名
調
子
で
解
説
す
る
な
ど
、

出
石
の
娯
楽
の
中
心
と
し
て
盛
況

な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

ま
た
、
永
楽
館
は
政
談
演
説
会

場
と
し
て
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
軍
国
主
義
に
屈
し
な
か
っ
た

「
憲
政
の
神
様
」
と
し
て
今
も
尊

敬
さ
れ
て
い
る
出
石
出
身
の
斎
藤

隆
夫
代
議
士
も
登
壇
し
ま
し
た
。

　

昭
和
期
に
入
り
、
昭
和
５
年
に

は
娯
楽
の
中
心
が
映
画
に
移
り
変

わ
っ
て
い
く
の
に
従
い
、
映
写
室

が
１
階
観
客
席
の
後
方
に
設
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
こ
ろ
、
治
安
維
持
の
た
め
、

警
官
の
臨
監
席
が
設
け
ら
れ
、
思

想
娯
楽
の
検
閲
・
統
制
が
厳
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
時
代
と
と
も
に
活
動

写
真
か
ら
ト
ー
キ
ー
映
画
と
い
っ

た
映
画
の
上
映
が
増
え
て
い
き
、

人
手
が
必
要
な
興
行
は
、
戦
争
に

よ
る
召
集
な
ど
で
男
手
が
減
少
し

た
た
め
、
歌
舞
伎
や
新
劇
は
次
第

に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

戦
後
の
永
楽
館
は
戦
前
と
同
じ

よ
う
に
映
画
上
映
を
中
心
と
し
て

地
域
の
住
民
に
娯
楽
を
提
供
し
て

い
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
の
中

で
大
衆
の
娯
楽
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

に
移
り
、
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
行
わ
れ
た
昭
和　

年
、

３９

永
楽
館
は
閉
館
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら　

年
余
が
過
ぎ
、
改

４０

修
工
事
が
行
わ
れ
る
直
前
の
平
成

　

年
に
は
、
一
夜
限
り
の
大
興
行

１８と
し
て
時
代
劇
や
舞
踊
な
ど
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
再
び
永
楽
館
は
、

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。

出
石
・
永
楽
館
通
信 

「
永
楽
館
の
歴
史
　
　
　
」 

（
そ
の
２
） 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
来
年
夏
に
は
当
時
の
姿
に
復
原
す
る 

「
永
楽
館
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

② 

▲

同
じ
色
の
場
所
に
ジ
ャ

ン
プ（
こ
く
ふ
保
育
園
） ▲

ク
マ
さ
ん
歩
き
で
竹

の
橋
渡
り（
府
中
幼
稚

園
）

▲

し
っ
か
り
肘
を
曲
げ
て

リ
ン
ゴ
に
な
っ
て
み
よ

う（
合
橋
保
育
園
）

▲

さ
あ
、う
ん
て
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
合
橋
幼
稚
園
）
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■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

▽ 
城  
山 
老
人
ク
ラ
ブ
（
代
表　

河

し
ろ 
や
ま

　

本
一
郎
）
（
竹
野
町
草
飼
）

■
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

▽
荒
井
忠
雄
（
但
東
町
水
石
）

▽
村
田 
武  
三 
（
今
森
）

た
け 
ぞ
う

■
男
子
個
人
の
部　

シ
ン
グ
ル
ス

　

準
優
勝

▽
西
浦
功
一
（
出
石
中
３
年
）

■
男
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル

▽
上
野
雄
介
（
豊
岡
南
中
３
年
）

▽
西
山 
佳  
祐 
（
豊
岡
南
中
３
年
）

け
い 
す
け

■
男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル

▽
上
野
雄
介
（
豊
岡
南
中
３
年
）

　

上
野
く
ん
は
、
全
日
本
中
学
校

通
信
陸
上
競
技
大
会
兵
庫
県
予
選

（
７
月
８
日
・
加
古
川
市
）
お
よ

（
敬
称
略
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

兵
庫
県
知
事
表
彰

▼
豊
岡
観
光
協
会

　

８
月　

日
、
３
月
〜
７
月
ま
で

１３

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
グ
ッ
ズ
売
上
金
の

一
部
８
、７
９
９
円
を
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▼
豊
岡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

８
月　

日
、
第
１
回
内
外
ソ
フ

１４

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
収
益
の
一
部
１

０
、
８
０
０
円
を
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▼
県
立
豊
岡
総
合
高
等
学
校　

　

９
月
８
日
、
同
校
家
庭
ク
ラ
ブ

が
ク
ラ
ブ
活
動
で
作
製
し
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
衣
装
を
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

文
化
館
へ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あああああああああああ
りりりりりりりりりりり
ががががががががががが
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
寄
付

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
衣
装
を
寄
贈

（
敬
称
略
）

び
、
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
大
会
（
７
月　

日
・

２７

加
古
川
市
）
で
、
２
０
０
メ
ー
ト

ル
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
共
に
優
勝
。

ま
た
、
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
大
会
（
８
月
８
日
・

大
阪
府
吹
田
市
）
で
も
、
２
０
０

メ
ー
ト
ル
で
優
勝
し
ま
し
た
。
全

国
大
会
で
は
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で

見
事
６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

西
山
君
は
、
全
日
本
中
学
校
通

信
陸
上
競
技
大
会
兵
庫
県
予
選
で
、

２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
４
位
に
入
賞

し
、
全
国
大
会
で
も
力
走
し
ま
し

た
。

　

８
月　

日
に
開
催
の
「
第　

回

１１

５４

兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
小
学

部
門
」（
西
宮
市
）で
金
賞
な
ら
び

に
兵
庫
県
教
育
委
員
会
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
に
開
催
の

１７

「
関
西
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
７
」

（
大
阪
市
）で
銀

賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

兵
庫
県
中
学
校
総
合

　

体
育
大
会
卓
球
競
技
大
会

（
７
月　

日
・
豊
岡
市
）

２８

全
国
中
学
校
体
育
大
会

　

陸
上
競
技
大
会
に
出
場

（
８
月　

〜　

日
・
宮
城
県
）

２１

２３

豊
岡
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

　
　

ク
ラ
ブ
が
数
々
の
賞
を

受
賞

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

お
て
ん
ば
娘
☆
虹
華
ち
ゃ
ん
☆
こ
れ

か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
た

く
さ
ん
の
幸
せ
を
つ
か
ん
で
ね
。

（
父　
学
・
母　
沙
織
、若
松
町
）

１
歳
お
め
で
と
う
�
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
☆

（
父　
哲
也
・
母　
加
奈
子
、日
高
町
祢
布
）

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
元
気
一
杯
み
ん
な
の
ア
イ

ド
ル
で
い
て
ね
！　

（
父　
淳
也
・
母　
真
紀
子
、高
屋
）

☆
甘
え
ん
坊
の
愛
優
蘭
ち
ゃ
ん
☆
誰

に
で
も
優
し
い
笑
顔
で
癒
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

（
父　
朋
輝
・
母　
香
織
、
若
松
町
）

甘
え
ん
坊
で
い
た
ず
ら
っ
子
の
唯
斗
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て

ね
。

（
父　
大
輔
・
母　
ゆ
み
、出
石
町
上
村
）

（平成１８年８月２９日生）
松崎 玲  音 

れ お ん

ちゃん
（平成１８年９月６日生）
山 口 雄  大 

たけ ひろ

ちゃん

（平成１８年５月６日生）
西 田 虹  華 

なな か

ちゃん
（平成１８年８月２０日生）
瓜原 愛  優  蘭 

あ ゆ か

ちゃん
（平成１８年８月２３日生）
中 嶋 唯  斗 

ゆい と

ちゃん

▲コウノトリ文化館での贈呈式
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

重
要
な
取
引
を

し
た
と
き
や
各
種

契
約
書
、
任
意
後

見
契
約
書
、
遺
言

書
な
ど
、
書
面
に

し
て
後
日
に
備
え
た
い
と
考
え
る

方
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
公

正
証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
は
無

料
で
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
・
問
合
せ　

豊
岡
公
証
役

場（
豊
岡
市
寿
町　

‐
２　

第
２

１１

千
代
田
ビ
ル
３
０
５
）

　

�
・　
　

－

０
７
９
６
ま
た
は

FAX
２２

神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局

（
豊
岡
市
寿
町
８
‐
４
）

　

�
・　
　

－

０
４
１
７

FAX
２３

期

間

期

間

「転入生・編入生」ご相談下さい。 

　

月
１
日
〜
７
日
は

１０
　
「
公
証
週
間
」で
す

－

重
要
な
契
約
や
遺
言
は

公
正
証
書
で－

　

里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
っ
て
家
庭
に
恵
ま
れ
な

い
子
ど
も
を
、
知
事
の
認
定
し
た

里
親
に
預
け
、
里
親
家
庭
の
中
で

温
か
い
愛
情
を
持
っ
て
育
て
よ
う

と
す
る
制
度
で
す
。

《
里
親
の
種
類
》

・
養
育
里
親　

子
ど
も
が
満　

歳
１８

に
な
る
ま
で
、
ま
た
は
家
庭
に

戻
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、

子
ど
も
を
育
て
る
里
親

・
親
族
里
親　

子
ど
も
の
三
親
等

以
内
の
親
族
（
祖
父
母
、
兄
弟
、

叔
父
･
叔
母
等
）
に
よ
る
里
親

・
短
期
里
親　

お
お
む
ね
１
カ
月

か
ら
１
年
以
内
の
短
期
間
、
子

ど
も
を
育
て
る
里
親

・
専
門
里
親　

２
年
以
内
の
期
間

を
定
め
て
、
虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
等
を
専
門
的
な
養
育
技
術

を
持
っ
て
育
て
る
里
親

　

な
お
、
里
親
に
な
る
に
は
、
里

親
申
請
書
等
所
定
の
書
類
を
居
住

地
の
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

に
提
出
し
、
知
事
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
豊
岡
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
（
豊
岡
市
幸
町

１
‐
８
）
�　

－

４
３
１
４

２２

ご
存
じ
で
す
か
里
親
制
度

－

　

月
は
里
親
月
間
で
す－

１０

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

　

事
業
主
は
、
労
働
者
（
社
員
、

従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
を

一
人
で
も
雇
い
入
れ
た
場
合
、
自

主
的
に
加
入
手
続
き
を
行
い
、
保

険
料
を
申
告
･
納
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

但
馬
労
働
基
準
監
督

署
（
豊
岡
市
大
手
町
９
‐　

）
１５

�　

－

５
１
４
５
ま
た
は
豊
岡

２２
公
共
職
業
安
定
所
（
豊
岡
市
寿

町
８
‐
４
）
�　

－

３
１
０
１

２３

　

月
は

１０労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

　

人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
た
じ
ま

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

を
開
催
し
ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
て

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
６
日（
土
）午
前　

１０

１０

時
〜
午
後
３
時　

分
３０

※
長
寿
犬
の
表
彰
は

　

午
後
１
時
か
ら
で
す
。

▽
場
所　

コ
ー
プ
デ

　

イ
ズ
豊
岡
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ー
ト

（
店
舗
内
）と
駐
車
場
の
一
部

▽
内
容　

長
寿
犬
の
表
彰
、
犬
や

猫
の
パ
ネ
ル
展
示
、
缶
バ
ッ
チ

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ

と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
薬
務
･
生
活
衛
生
課

　

�　
－

３
６
６
６

２６
た
じ
ま
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

催

し

催

し
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豊
岡
市
を
含
む
鳥
取
東
部
・
兵

庫
北
部
・
京
都
北
部
の
７
市
５
町

で
、「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」

の
早
期
完
成
を
目
指
し
た
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日
（
土
）

１０

１３

①
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

２０

②
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

市
民
会
館

　

文
化
ホ
ー
ル

▽
内
容

①
第
１
部　

フ
ォ
ー
ラ
ム

○
基
調
講
演

・
演
題　

将
来
の
地
域
づ
く
り
に

向
け
て（
仮
）　

・
講
師　

国
土
交
通
省
技
監　

谷

口
博
昭
さ
ん

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
テ
ー
マ　

連
携
・
交
流
に
よ
る

こ
れ
か
ら
の
地
域
像

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

神
戸
大

学
教
授　

沖
村　

孝
さ
ん

・
パ
ネ
リ
ス
ト　

国
土
交
通
省
技

監　

谷
口
博
昭
さ
ん
、
㈱
キ
ャ

　

メ
ル
社
長　

衣
川
津
弥
子
さ
ん
、

観
光
交
通
㈱
社
長　

福
本　

登

さ
ん
、
中
貝
市
長

②
第
２
部　

決
起
大
会

○
地
元
児
童
等
に
よ
る
意
見
発
表
、

決
議
文
採
択
、
関
係
者
へ
の
要

望
な
ど

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動

車
道
整
備
促
進
決
起
大
会
事
務

局
（
建
設
課
内
）

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道

整
備
促
進
決
起
大
会

　

「
世
界
の
鳥
の
造

形
」
の
中
か
ら
厳
選

さ
れ
た
約
３
０
０
点

を
、
地
域
ご
と
、
鳥
の

種
類
ご
と
、
ま
た
、「
鳥
ぐ
る
ま
」

「
つ
い
ば
む
鳥
」な
ど
玩
具
の
形
態

別
に
展
示
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
　

月
４
日（
火
）ま
で

１２

※
休
館
日
は
毎
週
水
曜
日
で
す
。

▽
場
所　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族

博
物
館

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小
中

学
生
２
０
０
円
（
常
設
展
併
設
、

　

コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
利
用
可
）

▽
問
合
せ　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民

族
博
物
館
�　

－

１
０
０
０

５６

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

　

第　

回 
企
画
展

３７世
界
の
鳥
〜
そ
の
色
と
形
〜

　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
、
裁
判

官
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）

１０

２０

　

午
後
１
時　

分
〜

３０

▽
場
所　

市
民
会
館

　

４
階
大
会
議
室

▽
内
容　

映
画
「
裁
判
員
」
上
映

（
約　

分
）の
後
、
裁
判
官
と
の

７０

ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
料　

無
料

▽
定
員　

約　

人　
　

８０

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
の
間
で
す
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
金
）

１０

１２

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

神
戸
地
方

裁
判
所
豊
岡
支
部
庶
務
課

　

�　

－

２
３
０
４

２２

裁
判
員
制
度
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

こ
う
の
と
り
但
馬

ｉｎ

　

伊
藤
清
永
画
伯
の
文
化
勲
章
受

章
を
機
に
創
設
さ
れ
た
絵
画
展
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
け
な

い
発
想
や
力
強
さ
、
ま
た
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
温
か
さ
が
画
面
い
っ

ぱ
い
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

常
設
展
と
併
せ
、
ぜ
ひ
、
観
覧

く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
　

月　

日（
土
）〜　

日

１０

１３

２２

（
月
）

▽
場
所　

伊
藤
清
永
美
術
館　

１

階
展
示
室
（
出
石
町
内
町　

）
９８

▽
展
示
作
品　

園
児
、
児
童
、
生

徒
の
入
賞
、
入
選
作
品
１
０
０

点
を
展
示

▽
入
場
料　

３
０
０
円
（
常
設
展

併
設
）
中
学
生
以
下
無
料

▽
問
合
せ　

伊
藤
清
永
美
術
館

　

�　

－

５
４
５
６

５２

第　

回 
伊
藤
清
永
賞

11

子
ど
も
絵
画
展

　
「
ふ
れ
あ
い
・
笑
顔
・
交
流
〜
元

気
！
た
ん
と
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前
９

１０

１４

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

但
東
総
合
支
所
駐
車
場

▽
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
…
た
ん
と

う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
写
真

２
０
０
７

但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
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コ
ン
テ
ス
ト
、
但
東
町
観
光
資

源
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、

商
工
会
青
年
部
に
よ
る
マ
モ
ル

ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
よ
さ
こ
い

　

お
ど
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ

　

ョ
ー
、
赤
野
子
午
線
太
鼓
、
商

工
会
女
性
部
に
よ
る

　

踊
り
、も
ち
ま
き
大
会

・
食
べ
歩
き
テ
ン
ト
村

・
特
産
農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

な
ど

▽
問
合
せ　

但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
但

東
町
商
工
会
内
）

　

�　

－

０
３
５
０

５６

▽
開
催
日　
　

月　

日（
日
）

１０

２１

▽
日
程
・
内
容

○
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

・
バ
ザ
ー
…
焼
き
そ
ば
、
焼
き
ち

く
わ
、シ
メ
ジ
ご
飯
、赤
飯
な
ど

※
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
作
業
所
バ

ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

・
兵
庫
県
赤
十
字
の
つ
ど
い
…
災

害
救
護
物
資
の
展
示
、
活
動
紹

介
パ
ネ
ル
展
示
、
非
常
食
炊
き

出
し

○
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

・
子
育
て
ま
つ
り
…
城
崎
保
育
園

第　

回 
１４城
崎
健
康
福
祉
ま
つ
り

児
に
よ
る
歌
と

　

リ
ズ
ム
、
バ
ル

　

ー
ン
ア
ー
ト
ほ
か

○
午
前　

時　

分
〜

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
３０

・
ふ
く
し
バ
ザ
ー
…

　

各
家
庭
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

食
器
や
石
け
ん
、
洗
剤
な
ど
物

品
の
バ
ザ
ー

○
午
後
１
時
〜
２
時

・
う
た
の
ひ
ろ
ば
…
琴
や
尺
八
な

ど
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
み
ん
な

で
一
緒
に
歌
い
ま
す
。

▽
場
所　

城
崎
健
康
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
▽
問
合
せ　

豊
岡
市
社
会
福
祉
協

議
会
城
崎
地
区
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

４
５
０
３

３２

　

今
年
で　

周
年
を
迎
え
る
但
馬

２０

環
境
保
全
連
絡
会（
※
①
）の
記
念

事
業
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
自

然
保
護
の
活
動
を
続
け
、
現
在
も

長
野
県
で
里
山
の
再
生
活
動
を
展

開
中
の
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
さ
ん
（
※

②
）
を
講
師
に
迎
え
、「
人
と
自
然

の
関
わ
り
方
」
と
題
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　
　

月　

日（
日
）

１０

２１

▽
日
程
・
内
容

○
午
後
０
時　

分
〜
開
場

３０

○
午
後
１
時
〜
記
念
式
典

○
午
後
１
時　

分
〜
講
演
会

３０

○
午
後
３
時　

分
〜
会
員
に
よ
る

１０

活
動
報
告

▽
場
所　

市
民
会
館　
文
化
ホ
ー
ル

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

但
馬
環
境
保
全
連
絡

会
事
務
局
（
但
馬
県
民
局
県
民

生
活
部
環
境
課
内
）

　

�　

－

３
６
５
１

２６

※
①
環
境
保
全
に
取
組
む
但
馬
地

域
の
事
業
所
や
市
町
等
で
構
成

さ
れ
た
団
体
。
環
境
保
全
に
関

す
る
思
想
の
普
及
お
よ
び
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、

快
適
環
境
の
創
造
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立

※
②
作
家
、　

Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル　

（財）

ア
フ
ァ
ン
の
森
財
団
理
事
長
ほ

か
、
各
種
環
境
団
体
等
役
員
歴

任
、京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

教
育
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
教
授

　
「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
ま
な
び

あ
い
」
を
掲
げ
て
、
６
０
０
有
余

人
が
集
う
学
び
の
館
「
生
き
が
い

創
造
学
院
」
の
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
式
典
・
発
表
会

▽
日
時　
　

月　

日（
金
）午
後
１

１０

２６

時
〜
３
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

　

っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
内
容　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
お
よ

び
民
謡
、
編
み
物
、
謡
曲
、
ダ

ン
ス
各
教
室
の
学
習
発
表
会

◆
作
品
展

▽
日
時　
　

月　

日

１０

２６

　
（
金
）〜　

日（
日
）

２８

　

午
前
９
時　

分
〜

３０

　

午
後
３
時

▽
場
所　

但
馬
高
齢
者
生
き
が
い

創
造
学
院　

学
習
棟
（
豊
岡
市

九
日
市
上
町　

旧
県
立
豊
岡
南

高
等
学
校
）

▽
内
容　

陶
芸
、
盆
栽
、
絵
画
、

短
歌
、
書
道
、
写
真
な
ど
の　
１２

講
座　

教
室
の
作
品
展
示
や
、

２０

陶
芸
、
麦
わ
ら
、
編
み
物
各
作

品
の
模
擬
店
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶

店
、
ツ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
、

麦
わ
ら
体
験
な
ど

▽
問
合
せ　

但
馬
高
齢
者
生
き
が

い
創
造
学
院
�　

－

９
６
１
５

２３

但
馬
環
境
保
全
連
絡
会

　

周
年
記
念
講
演
会

２０

平
成　

年
度 

１９

　

但
馬
高
齢
者

生
き
が
い
創
造
学
院 
文
化
祭
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月　

日（
土
）・　

日（
日
）に

１０

２０

２１

開
催
す
る
「
第　

回
大
石
り
く
ま

１０

つ
り
」
実
行
委
員
会
に
よ
る
「
り

く
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
バ
ス
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
誘
い
合

わ
せ
、
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
前
９

１０

２０

時
〜
午
後
０
時　

分
３０

▽
コ
ー
ス　

香
林
会
館（
正
福
寺
）

〜
養
源
寺
〜
り
く
生
誕
地
〜
吉

之
進
の
墓
（
集
合
場
所
は
、
じ

ば
さ
ん
但
馬
駐
車
場
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

４０

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

９
月　

日（
火
）〜

２５

　

月　

日（
火
）

１０

１６

▽
そ
の
他　

一
部
山
道
が
あ
り
ま

す
。
運
動
靴
、
軽
装
で
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

大
石
り
く

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
豊
岡
観
光
協
会
内
）

　

�　

－

８
１
１
１

２２ 募

集

募

集

大
石
り
く
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

　
　
　
　
　

バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

　

施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
在

宅
の
視
覚
障
害

の
あ
る
方
で
、

近
隣
の
生
活
範

囲
や
通
勤
先
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

日
常
生
活
に
応
じ
た
歩
行
訓
練
を

希
望
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

在
宅
の
視
覚
障
害
者
で
、

原
則
、
白
杖
を
使
っ
た
基
礎
的

な
歩
行
が
で
き
る
方

▽
内
容　

歩
行
訓
練
士
が
訓
練
希

望
者
の
生
活
範
囲
や
通
勤
先
を

一
緒
に
訪
問
し
、
日
常
生
活
に

合
わ
せ
て
白
杖
を
使
っ
た
歩
行

訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
訓
練
時
間　

１
回
当
た
り
約
３

時
間

▽
費
用　

１
時
間
当
た
り
２
５
０

円
▽
減
免
措
置　

生
活
保
護
世
帯
は

全
額
、
県
市
民
税
が
非
課
税
ま

た
は
均
等
割
の
み
の
方
は
２
分

の
１
の
費
用
を
免
除
し
ま
す
。

▽
申
請
書
類

・
訪
問
型
歩
行
訓
練
事
業
受
講
申

込
書
…
社
会
福
祉
課
、
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
お
よ
び　

兵
（財）

庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
に

設
置

・
平
成　

年
度
課
税
所
得
証
明
書

１９

…
税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
で
発
行

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

・
生
活
保
護
受
給
証
明
書
（
生
活

保
護
受
給
世
帯
の
み
）

▽
提
出
期
限　

申
込
み
は
、
随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
の
最
終
申
込
期
限
は
平
成　
２０

年
２
月　

日（
金
）で
す
。

２９

▽
そ
の
他

・
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
選

考
に
よ
り
必
要
性
が
高
い
方
を

優
先
し
ま
す
。

・
希
望
時
期
が
集
中
し
た
場
合
は
、

訓
練
時
期
を
変
更
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
書
提
出
・
問
合
せ　
　

兵
（財）

庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

（
〒
６
５
１
‐
０
０
６
２
神
戸

市
中
央
区
坂
口
通
２
‐
１
‐　
１８

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

�
０
７
８－

２
２
２－

５
５
５
６

　
　

０
７
８－

２
２
２－

５
５
６
４

FAX

　

市
で
は
、
平
成

　

年　

月　

日
の

１６

１０

２０

台
風　

号
の
水
害

２３

経
験
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
後
世
の
防
災
・
減

災
対
策
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、

台
風　

号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
を　

２３

１０

月　

日（
日
）に
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

２１

ザ
で
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
国

土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所

の
協
力
の
も
と
、
台
風　

号
水
害

２３

で
大
き
な
被
害
に
遭
っ
た
河
川
の

復
興
の
様
子
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

訪
ね
る「
災
害
復
興
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前
９

１０

２１

時
〜　

時
１１

▽
コ
ー
ス　

円
山
川
や
出
石
川
な

ど
の
被
災
箇
所
を
周
り
ま
す
。

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

９
月　

日（
水
）〜

２６

　

月　

日（
月
）

１０

１５

▽
そ
の
他　

参
加
が
決
定
し
た
方

に
は
、
後
日
、
通
知
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

防
災
安
全

課
防
災
係

視
覚
障
害
者

歩
行
訓
練
希
望
者
募
集

台
風　

号
水
害
メ
モ
リ
ア
ル

２３

　
　

災
害
復
興
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
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日
高
地
域
の
保
育
園
で
、
在
宅

の
親
子
を
対
象
に
体
験
入
園
を
行

い
ま
す
。「
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と

一
緒
に
遊
び
を
体
験
さ
せ
た
い
」

と
い
う
方
は
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
月
）〜　

日

１０

２２

２６

（
金
）午
前
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
▽
対
象　

０
〜
５
歳
児
と
そ
の
保

護
者

▽
体
験
入
園
料　

１
日
２
０
０
円

※
幼
児
の
み
、
給
食
の
体
験
を
し

ま
す
。

▽
申
込
方
法　

保
育
園
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
水
）〜

１０

１０

　

日（
金
）（
先
着
順
）

１２
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

各
保
育
園

保
育
園
体
験
入
園
募
集

電話番号募集組数保育園名

�４２－１７１７５組こくふ保育園

�４２－１７３１４組八代保育園

�４２－０１６９８組蓼川保育園

�４２－１１２２５組蓼川第二保育園

�４２－１０５６２組静修保育園

�４４－０６１０３組三方保育園

�４５－０４５０３組清滝保育園

�４５－０１５２３組西気保育園

◆
作
品
募
集

　

但
馬
最
大
の
公
募
展
に
、
皆
さ

ん
も
腕
を
振
る
っ
た
作
品
を
応
募

く
だ
さ
い
。
出
展
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
展
覧
会
期　
　

月
１
日（
木
）〜

１１

５
日（
月
）

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
応
募
規
定

・
部
門
…
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
･
工
芸
、
図
画
、
習
字

・
応
募
範
囲
…
一
般
、
高
校
生
は

制
限
な
し
。

　
　

児
童
・
生
徒
は
、

　

但
馬
地
域
内
の
保

　

育
園
、
幼
稚
園
、

　

小
学
校
、
中
学
校
、

　

教
室
に
在
籍
す
る
就
学
前
園
児

お
よ
び
児
童
・
生
徒

▽
作
品
搬
入

・
日
時
・
場
所　
　

月　

日（
木
） 

１０

１１

・　

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後

１２
７
時
（　

日
は
午
後
６
時
ま 

１２

で
）

・
場
所　

総
合
体
育
館
北
側
ア
リ

　

ー
ナ
入
口

▽
出
品
料　

一
般
の
部
の
出
品
者

の
み
１
、６
５
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

※
作
品
は
、
未
発
表
で
個
人
制
作

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
公
募
要
項
配
布
場
所　

文
化
振

興
課
、
各
総
合
支
所
教
育
委
員

会
分
室
、
各
地
区
公
民
館
、
図

書
館
、
市
民
会
館

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

美
術
展
を
応
援
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
但
馬
最
大

の
展
覧
会
に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
対
象　

高
校
生
以
上
で
、
責
任

感
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

※
グ
ル
ー
プ
も
歓
迎
し
ま
す
。

▽
応
援
日
程　
　

月　

日（
木
）〜

１０

１１

　

月
７
日（
水
）の
間
の
希
望
す

１１る
日

※
原
則
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

で
す
が
、
時
間
帯
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

※
日
数
が
多
い
ほ
ど
歓
迎
し
ま
す

が
、
１
日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

▽
作
業
内
容　

作
品
展
示
、
作
品

チ
ェ
ッ
ク
、
会
場
設
営
、
会
期

中
の
受
付
・
見
回
り
な
ど

※
作
業
内
容
が
日
程
ご
と
に
決
ま

　

っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
相
談
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

▽
作
業
場
所　

総
合
体
育
館

▽
応
募
方
法　

電
話
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
締
切　

１
次
締
切
は　

月
１０

５
日（
金
）、
２
次
締
切
は　

月
１０

　

日（
水
）で
す
が
、
で
き
る
だ

２４け
早
め
に
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

文
化
振
興
課

　

た
だ
し
、　

月　

日（
水
）以
降

１０

１０

の
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は

　

�　

－

６
２
６
２
（
会
場
直 

２４

　

通
）
に
お
願
い
し
ま
す
。

第　

回
５８

豊
岡
市
美
術
展
お
よ
び

　

全
但
児
童
・
生
徒
作
品
展
の

お
知
ら
せ

▽
日
時　
　

月
１０

　
　

日（
土
）

２０

　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

　

４
階
中
会
議
室

▽
予
約　

相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

相

談

相

談

司
法
書
士
に
よ
る

　
登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

　
消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会
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前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

法
律
相
談

委
員
会

　

�
０
７
９－
６
７
６－

３
３
６
８

　

聴
覚
障
害
者
や
そ
の
関
係
者
の

結
婚
、
育
児
、
職
業
、
教
育
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
、
ろ

う
あ
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
難
聴
の
方
に
は
言
語
聴
覚

士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
簡
単
な

聞
こ
え
の
検
査
も
可
能
で
す
。

　

手
話
通
訳
者
も
同
行
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
日
ご
ろ
の
悩
み
を
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
９
日（
火
）午
前　

１０

１０

時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ

　

ー　

３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

▽
そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
者
が

多
数
の
場
合
、
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
了
承

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３
ま
た
は

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

ろ
う
あ
者
悩
み
の
相
談
室

移
動
相
談

　

耐
震
補
強
工
事
の
た
め
、
豊
岡

北
警
察
署
が
し
ば
ら
く
の
間
、
仮

庁
舎
に
移
転
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
移
転
日　
　

月
６
日（
土
）

１０

▽
期
間　

平
成　

年
７
月
末
日
ま

２０

で
の
予
定
（
約
９
カ
月
間
）

▽
移
転
先　

城
崎
町
桃
島
字
大
浦

　

‐
１

４７
▽
名
称　

豊
岡
北
警
察
署
仮
庁
舎

　

現
庁
舎
か
ら
北
東
へ
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
県
道
豊
岡
瀬
戸
線
沿

い
で
す
。
な
お
、
仮
庁
舎
で
の
執

務
開
始
日
時
は
、　

月
６
日（
土
）

１０

午
後
１
時
か
ら
で
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
北
警
察
署

　

�　
－

０
１
１
０

３２

　

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
「
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
」

で
、
利
用
で
き
る
福
祉

タ
ク
シ
ー
会
社
に
次
の

事
業
所
を
追
加
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
追
加
事
業
所
〉

○
馬
場
崎
モ
ー
タ
ー
ス
（
養
父
市

八
鹿
町
浅
間
１
１
０
７
‐
１
）

　

�
０
７
９－

６
６
２－

０
０
２
２

　
　

０
７
９－

６
６
２－

７
８
５
８

FAX
※
車
椅
子
、
寝
た
き
り
の
方
が
乗

車
で
き
る
自
動
車
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３
ま
た
は

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

制

度

制

度

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
を

追
加
し
ま
し
た

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
、
平
成　

年
４
月

１７

１
日
現
在
い
な
い
場
合
、
他
の
遺

族
の
う
ち
先
順
位
の
方
１
人
に
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

　

万
円
、　

年
償
還
の
記
名
国
債

４０

１０

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
同
日
か
ら
請
求
の
受
付
を
し

て
い
ま
す
。

　

請
求
期
限
は
、
平
成　

年
３
月

２０

　

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
期
日

３１を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
く
だ

さ
い
。
な
お
、
遺
族
の
先
順
位
等
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３
ま
た
は

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

耐
震
補
強
工
事
に
伴
う

　

豊
岡
北
警
察
署
の

仮
庁
舎
へ
の
移
転
に
つ
い
て

‐
戦
没
者
等
遺
族
の
皆
さ
ん
へ
‐

　
「
特
別
弔
慰
金
」の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

　

市
で
は
、
加
齢
ま
た
は
疾
病
に

よ
る
身
体
機
能
の
低
下
、
身
体
障

害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
長
期

に
わ
た
り
お
む
つ
等
を
使
用
し
て

い
る
方
に
、
使
用
し
た
お
む
つ
等

の
処
理
に
係
る
ご
み
袋
を
無
料
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
後
期
分
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
既
に
送
付
し
て
い
る

免
除
決
定
通
知
書
を
持
参
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
前
述
の
状

態
に
な
っ
た
場
合
等
は
、
随
時
、

免
除
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
交
付
日　
　

月
１
日（
月
）〜　

１０

１２

日（
金
）

▽
交
付
場
所
・
問
合
せ　

生
活
環

境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課

ご
み
処
理
手
数
料
免
除
に
係
る

ご
み
袋
の
交
付（
後
期
分
）
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豊
岡
商
工
会
議

所
と
兵
庫
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
国
の
委

託
を
受
け
、
雇
用

就
業
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象

に
、
職
種
に
応
じ
た
知
識
・
技
能

を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
再
就
職

を
支
援
し
よ
う
と
「
経
理
事
務
」

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
月
）〜　

日

１０

１５

２６

（
金
）（
計　

日
間
）

１０

　

午
後
１
時
〜
５
時（
計　

時
間
）

４０

▽
場
所　

北
関
西
Ｉ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
豊
岡
市
高
屋
１

０
８
９
）

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方

・　

歳
〜　

歳
ま
で
の
方

５５

６４

・
就
業
意
志
が
あ
り
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
応
募
者
多
数
の

２０

場
合
は
抽
選
）

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
９
日（
火
）

１０

▽
そ
の
他　

本
講
習
受
講
者
に
対

し
、
受
講
最
終
日
に
就
業
の
た

め
の
職
業
相
談
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
商
工

会
議
所
�　

－

４
４
５
６

２２

　
　
　

－

３
１
８
０

FAX
２４

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

「
経
理
事
務
」パ
ソ
コ
ン
講
習
会

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

豊
岡
市
福
祉
金
を

　
　
　
　

振
り
込
み
ま
し
た

　

豊
岡
市
福
祉
金
の
平
成　

年
度

１９

前
期
支
払
い
分（
４
〜
９
月
分
）を

９
月　

日（
火
）に
指
定
の
金
融
機

２５

関
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

　

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３
ま
た
は

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
の
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
の
紹
介
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
見
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
に

つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
木
）午
後
１

１０

２５

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

但
馬
技
術
大
学
校

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
住
所
、
氏
名
、
勤
務
先
、

　

自
宅
お
よ
び
勤
務
先
の
電
話
番

号
を
記
入
）
ま
た
は
電
話
で
申

但
馬
技
術
大
学
校
セ
ミ
ナ
ー

　
　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
　

月
９
日（
火
）〜

１０

　

日（
火
）

２３
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
生
涯
訓
練
課
（
〒

６
６
８
‐
０
０
５
１　

豊
岡
市

九
日
市
上
町
６
６
０
‐
５
）

　

�　

－

２
２
３
３

２４

　
　
　

－

０
８
７
５

FAX
２４

　

地
元
医
師
会
と

豊
岡
病
院
の
地
域　

連
携
に
基
づ
く
小

児
救
急
診
療
の　
10

月
分
の
日
程
お
よ
び

担
当
医
師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

そ
の
他

そ
の
他

公
立
豊
岡
病
院 
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

担当医師（住所）月　日

赤松　亮
（豊岡市九日市）

７日
　
　
　

月

１０
中沢　洋

（豊岡市出石町）
２１日

國屋正史
（養父市八鹿町）

２８日

※診療時間は、午前９時～午後５時
までです。

　

駅
前
駐
輪
場
（
豊
岡
駅
・
竹
野

駅
・
城
崎
温
泉
駅
・
江
原
駅
・
国

府
駅
）
に
放
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
自
転
車
を
仮
置
き
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
し
出
の
な
い
場

合
、
条
例
に
基
づ
き
処
分
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
現
地
で
確
認
の
上
、
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
仮
置
場
所　

　

各
駅
前
駐
輪
場

▽
申
出
期
限　

　

平
成　

年
３
月　

日（
月
）

２０

２４

▽
問
合
せ　

都
市
整
備
課
都
市
管

理
係
ま
た
は
城
崎
・
竹
野
・
日

高
各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

駅
前
駐
輪
場
の

放
置
自
転
車
を
整
理
し
ま
す

　
　

月
８
日（
月
・
祝
）「
体
育
の
日
」

１０
は
、
ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
品
目
に
つ
い
て

は
振
替
日
を
設
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

ご
み
の
収
集
日
の
変
更

【日高地域】

振替日収集品目

１０月２２日（月）
燃やさないごみ
びん・かん

【出石地域】

振替日収集品目

１０月１６日（火）
紙製容器包装　
プラ製容器包装

【豊岡地域】

振替日当該収集区域収集品目

１０月１０日（水）上陰、中陰、下陰紙製容器包装

ごみカレンダーのとおり【城崎地域】

振替をする品目はありません。
【竹野地域】

【但東地域】
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　今世紀最大の環境問題ともいわれる地球温暖化。深刻化するこの地球温暖化を防止するには、私たちの

生活に新しいエネルギーを取り入れることも必要となっています。

　太陽光発電システムは、太陽エネルギーにより電力を発生させるため、発電による二酸化炭素の発生が

なく、また、貴重な石油資源も節約できる新エネルギーとして期待されています。

　市では、このような地球に優しいエネルギーの使用を促進するため、太陽光発電システムの設置を支援

しています。

　　 豊岡市太陽光発電システム設置補助事業 　　
　　

　　　 ▽対　象　者　次のいずれかに該当する方で、新たに対象システムを設置し、電力会社と電力
受給契約を締結する方（平成２０年３月１４日までに工事完了のこと）

①市内に住所を有し、自ら居住する住宅（店舗兼用住宅を含み、賃貸を除

く）に対象システムを設置する方

②対象システム付き個人住宅を購入する方

▽補助金額　太陽電池出力１ｋｗ当たり５万円（補助金上限額　２０万円（４ｋｗ））

▽問　合　せ　コウノトリ共生課環境政策係　

【個人住宅設置イメージ】

開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

�
0
1
2
0－

9
7
9－

4
5
1

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
・
健
康
情

報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
朝
９

時
半
か
ら
翌
朝
９
時
半
ま
で　

時
２４

間
い
つ
で
も
、
３
分
間
程
度
の
開

業
医
手
作
り
の
健
康
・
医
療
情
報

を
放
送
し
て
い
ま
す
。

〈　

月
の
テ
ー
マ
〉

１０
（
月
）
増
加
す
る
卵
巣 
癌 がん

（
火
）
歯
周
病
と
歯
石
、
プ
ラ
ー

ク（
歯
垢
）の
関
係

（
水
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高

い
と
い
わ
れ
た
ら

（
木
）
乳
の
し
こ
り

（
金
・
土
・
日
）
精
神
科
へ
か
か
る

の
を
た
め
ら
う
方
へ

〈　

月
の
テ
ー
マ
〉

１１
（
月
）
糖
尿
病
網
膜
症
（
糖
尿
病

に
よ
る
眼
の
合
併
症
）

（
火
）
姿
勢
が
悪
い
と
、
歯
並
び

が
悪
く
な
る
っ
て
ホ
ン
ト
？

（
水
）
変
形
性
脊
椎
症

（
木
）
妊
娠
と
痔

（
金
・
土
・
日
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
対
応

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

http://w
w
w
.hhk.jp/

＜用語の説明＞
○太　陽　電　池　太陽の光を電気に変換し、発電しま

す。屋根等、「太陽光」がよく当た
る場所に設置します。

○接　続　箱　太陽電池からの直流配線を一本にま
とめてパワーコンディショナに送り
ます。電気の逆流防止などの機能が
あります。

○パワーコンディショナ
　　　　　　　太陽電池で発電した電気は直流です。

これを電力会社の電気と同じ交流の
電気に変換し、分電盤に送ります。

○分　電　盤　電気容量のチェックや屋内配線の安
全確保などの役目をしています。　

○屋外開閉器　電力会社が、電柱などで停電復旧工
事を行う際に使用する開閉器です。

○電　力　量　計　売電用と買電用の２つの電力量計が
必要となります。

～地球に優しい新エネルギー～ 

ご存じですか  太陽光発電！ ご存じですか  太陽光発電！ ご存じですか  太陽光発電！ 

ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52
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10月の予定
図書館本館10月のカレンダー

土金木水火月日

654321
13121110987
20191817161514
27262524232221

31302928
■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

１１月上旬まで休館城崎

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

竹野・日高
出石・但東

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
いっしょにおはなし会

４日・１１日・１８日・２５日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～

日　時

おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのゆりかご
４日（木）午前１１時～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

土曜としょかん
～外であそぼう楽しもう～

１３日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・風で動く紙おもちゃ内　容
２０人定　員
１２日（金）まで申込み

おはなし会
２７日（土）午後２時３０分～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第７回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

２１日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐３２２０
　ネットワーク整備のため、１１月上旬まで休館します。

お話のこべや
１３日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎地区公民館　和室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

１３日（土）午前１１時～６日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

２７日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・ミニ工作など内　容

おはなし会

３日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

土曜おはなしのへや
１３日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし玉手箱
～いろんな秋み～つけた！～

２７日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
主に幼児または児童対　象
いろいろな秋にちなんだ絵本の読み聞かせやお話
などで楽しみます。内　容

オープン一周年記念イベント
秋のソネット～詩人と作品展～

２７日（土）～１１月１２日（月）期　間
竹野分館　３階ギャラリー場　所
一般対　象
国内外の著名な詩人と作品の紹介内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�４２‐１１４１

２８日（日）午後０時３０分～３時日　時
日高農村環境改善センター　多目的ホール場　所
６日（土）～１４日（日）午前９時～午後５時持込期間
日高農村環境改善センター　受付窓口持込場所

絵本からのおくりもの
１３日（土）・２７日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

本のリサイクル交換会
読み終えた本を持ち寄って交換会を行います。
事前に本の持ち込みをお願いします。　　　　
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10月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

子どものからだ育ち講座－食育のはなし－
１１月７日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
豊岡市民プラザ　練習室場　所
子育て中の保護者　２０人
※保育あり（１５人）対　象

子どものごはんやおやつを考えます。内　容
栄養士　田中みゆきさん講　師
１５日（月）～１１月２日（金）募集期間

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時（第４土曜日
は１１時３０分まで）日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２７日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加もお待ちしています。

その他

ほっとたいむ
１日（月）・１８日（木）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡や唱歌を聴いたり、一緒に歌う内　容
お子さんの身長や体重の計測もします。その他

おやこふれあいたいむ
２２日（月）午前１０時３０分～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居をみたりお手玉をします。内　容

なかよし広場
１２日（金）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

おやこっこ運動遊び
２４日（水）午後１時３０分～２時４５分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
２歳以上の子どもとその保護者　２５組対　象
こども育成課　仲義　健さん講　師
１日（月）～１９日（金）募集期間

お母さんの手作り広場Ⅱ
２９日（月）午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の保護者　１０人対　象
牛乳パックのいすを作ります。内　容
牛乳パック、新聞紙、ボンド、布など持ち物
１日（月）～１９日（金）募集期間

絵本の読み聞かせ
２５日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児とその保護者対　象

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 

子育て座談会
１６日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
子育てについて語ります。内　容
乳幼児を持つ保護者　１５人　保育あり対　象
臨床心理士　賚　純雄さん講　師
１２日（金）まで申込期限

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
子どものからだ育ち講座「食育」のはなし

１１日（木）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館（但東総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者　１５人　保育あり対　象
「食育のはなし」と「簡単なおやつづくり」内　容
エプロン持ち物
５日（金）　※参加費は無料です。申込期限

子どものからだ育ち講座「歯」のはなし
１７日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
乳幼児を持つ保護者　１５人程度　保育あり対　象
歯科衛生士　大野真寿美さん、宮垣万里子さん講　師
１０日（水）申込期限

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
子育て座談会

２日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター　和室（２階）場　所
子育て中の保護者　保育あり対　象
子育てについて気軽に話し合います。内　容
臨床心理士　賚　純雄さん講　師

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 

子育てミニ講話
２６日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
保健師ミニ講座「子どもの心と親の心」のおはなし内　容

絵本の読み聞かせ会
１９日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

クッキング教室
１８日（木）午前１０時～午後０時３０分日　時
日高農村環境改善センター　調理実習室（２階）場　所
忙しいお母さんのための簡単レシピクッキング内　容
就学前の子どもを持つ保護者　１５人　保育あり対　象
日高総合支所健康福祉課栄養士　平田ゆかりさん講　師
４００円（実費材料代）参加費
１日（月）～１２日（金）募集期間

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 

２日・９日いずれも（火）午前１０時～日　時
竹野児童館場　所
乳幼児とその保護者対　象
古着を使ってぞうりを作ります。内　容

手作り工作・手芸

１６日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野児童館場　所
乳幼児とその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう（童謡・フォーク）内　容

わいわいコーラス
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
市民会館

�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４－０９５２　（火曜日休館）
出石文化会館ひぼこホール

�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３－２１３１　（月・火曜日休館）

■ドラマリーディング体験講座 参加者募集！

■民謡の祭典
　民謡・津軽三味線の豪華な顔合わせです。皆さん、
ぜひ、お楽しみください。

　１１月２４日（土）
　　　開演１８：００
　　　（開場１７：３０）
◇出演者　原田直之、高橋キ
　　　　　ヨ子、小杉真貴子、
　　　　　山本謙司、林田麻
　　　　　友子、 来  世  楽 

き せ ら

　　　　　（三味線）長谷川一義
　　　　　（司会）吉川精一
　　　　　（賛助出演）山村流豊岡昇扇会
◇入場料　指定席３，５００円
　　　　　自由席３，０００円
　　　　　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇販売開始日　友の会　発売中　一般　９月２９日（土）

　１１月１８日（日）
　　　開演１８：３０
　　　（開場１８：００）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ｓ席５，３００円
　　　　　Ａ席４，８００円
　　　　　（友の会は各３００円
　　　　　引き、当日券は各
　　　　　５００円増）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■南こうせつコンサートツアー２００７
　「友の唄が聴こえる」

■第１９回兵庫のまつり「ふれあいの祭典」
　～響け・届け・ふれあいの輪～
　「日本和太鼓フェスティバル」
　県内から集まった日本和太鼓の演奏を、ぜひ、お
楽しみください。

　１１月１１日（日）
　　　開演１３：００
　　　（開場１２：３０）
◇入場料　無料
　全席自由

豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）　
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４－３００４　（火曜日休館）

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　１０月２７日（土）　開演１３：００
◇場　所　交流サロン
◇内　容　ギターとハーモニカ
　　　　　によるポピュラーな
　　　　　歌や演歌などの演奏
◇出　演　たんばギターフレンズ
　　　　　（丹波市市島町で活動しているグループ）
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音
楽活動の発表の場として利用ください。

■第３９回サロンコンサート

　高校生たちのすばらしい芝居をお楽しみください。

　１１月３日（土・祝）　
　１０：３０～　ビデオ部門
　１３：００～　演劇部門
　　　　　　（高校演劇研究会兵庫県大会但馬予選）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　無料
◇その他　当日、手伝っていただける高校生スタッ

フを募集しています。

■但馬高校演劇祭

▲原田直之

　あなたも戯曲（芝居の台本）を読んでみませんか。
◇日　時　第１回　１０月２９日（月）　第２回　１１月５日（月）
　　　　　第３回　１１月１２日（月）　第４回　１１月１９日（月）
　　　　　第５回　１１月２６日（月）
　　　　　時間はいずれも午後７時～９時
　　　　※１１月３０日（金）午後７時から交流サロンで

発表公演を行います〈１１月２９日（木）にリ
ハーサルを行う予定です〉。

◇場　所　リハーサル室
◇参加費　無料
◇募集人数　１０人程度
◇募集期限　１０月２０日（土）

出石太鼓「炎」

豊岡こうのとり太鼓
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月の主な行事 

平成１９年 

10
OCTOBER

（月）１５
●子育て座談会

（１０：００～城崎子育てセンター）
●わいわいコーラス

（１０：００～竹野子育てセンター）

（火）１６

（水）１７
●クッキング教室

（１０：００～日高農村環境改善センター）
（木）１８

●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高総合支所）

（金）１９

●第１回　里山づくり教室（遊歩道づくり教室）
（９：００～竹野南森林公園）

●司法書士による無料法律相談会
（１３：００～市民会館）

●裁判員制度フォーラム　ｉｎ　こうのとり豊岡
（１３：３０～市民会館）

●第１０回　大石りくまつり（～２１日）

（土）２０

●台風２３号水害メモリアル　災害復興バスツアー
（９：００～）

●国体出場選手等による少年少女スポーツ教室
「空手道競技」（９：００～出石中学校体育館）

●子育てまつり（１０：００～城崎健康福祉センター）
●第４回　兵庫県医師会　糖尿病　市民公開講座

（１３：００～じばさん但馬）

（日）２１

（月）２２
（火）２３

●おやこっこ運動遊び
（１３：３０～子育て総合センター）

（水）２４

●絵本の読み聞かせ
（１０：３０～城崎子育てセンター）

●但馬技大セミナー「コウノトリとインター
ネット」（１３：３０～但馬技術大学校）

（木）２５

●子育てミニ講話（１０：３０～日高総合支所）（金）２６
●どようファミリー広場

（１０：３０～子育て総合センター）
●第３９回　サロンコンサート

（１３：００～豊岡市民プラザ）

（土）２７

●第２回　危険物取扱者試験（但馬技術大学校）（日）２８
●お母さんの手作り広場Ⅲ

（１３：３０～子育て総合センター）
（月）２９

（火）３０
（水）３１

●マイフォト　ｉｎ　出石「出石を写そう写真展」
（～５日、出石総合支所）

●日本・モンゴル民族博物館　第３７回　企画展
　「世界の鳥～その色と形～」

（～１２月４日、日本・モンゴル民族博物館）

（月）１

●手作り制作「パズル」
（１０：００～竹野子育てセンター）

（火）２

（水）３
（木）４
（金）５

●但馬動物愛護フェスティバル２００７
（１０：００～コープデイズ豊岡）

● ｢のぶりん ｣と｢あつ子おねえさん ｣の
歌ってあそぼう！！＆ストレッチマンがやってくる

（１１：００～但馬ドーム）
●吉田兄弟～三味線だけの世界～

（１９：００～出石文化会館ひぼこホール）

（土）６

●地域医療シンポジウム（１３：００～豊岡市民プラザ）（日）７
体育の日
●とよおかスポーツフェスティバル

（９：００～但馬ドームほか）

（月）８

●手作り制作「ぞうり」
（１０：００～竹野子育てセンター）

●ろうあ者悩みの相談室異動相談
（１０：００～豊岡健康福祉センター）

（火）９

（水）１０
（木）１１

●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）（金）１２
●鳥取豊岡宮津自動車道整備促進決起大会

（１３：３０～市民会館）
●桂　三枝の「ひょうご親子寄席」

（１３：３０～但東市民センター）
●第１１回　伊藤清永賞　子ども絵画展

（～２２日、伊藤清永美術館）

（土）１３

●フリーマーケット
（９：３０～但東子育てセンター）

●２００７但東いろどりフェスタ
（９：３０～但東総合支所駐車場）

●出石だんじり祭り（大手前広場）
●城崎秋まつり（～１５日、城崎温泉街）

（日）１４

平成１９年９月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

91,285 

43,771 

47,514 

31,859

（－29人） 

（－1人） 

（－28人） 

  （－1世帯） 

▼
メ
タ
ボ
の
記
事
に
、
継
続
す
る
た
め

の
裏
技
と
し
て
周
囲
へ
の
決
意
表
明
と

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
の
編
集
後

記
で
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
！
と
決
意
表
明

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
続
き
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
う
少
し
身
軽
に
な
る

た
め
、
運
動
に
再
挑
戦
の
秋
で
す
。
○Ｈ
 

　
▼
夏
ば
て
を
知
ら
な
い
私
は
、
食
欲
の

秋
に
向
け
て
今
話
題
の
ビ
リ
ー
ズ
ブ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
に
入
隊
し
ま
し
た
。
引
き

締
ま
っ
た
美
し
い
ボ
デ
ィ
を
思
い
描
き

な
が
ら
夫
と
子
ど
も
、
皆
で
テ
レ
ビ
に

向
か
っ
て
始
め
ま
し
た
が
…
わ
ず
か
１

日
で
挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

○Ｄ
 

　
▼
但
東
ダ
ム
の
環
境
ウ
ォ
ー
ク
。
湖
周

辺
を
歩
き
取
材
し
ま
し
た
。
湖
に
は
魚

の
姿
が
見
ら
れ
、
参
加
者
み
ん
な
で
何

だ
ろ
う
と
話
し
、
魚
を
捕
ま
え
ま
し
た
。

生
物
調
査
の
結
果
、
魚
の
種
類
が
判
明
。

外
来
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
だ
。
下
流
の

生
態
系
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
○Ｙ
 

　
▼
徳
島
で
開
催
さ
れ
た
あ
る
競
技
会
に

出
場
し
て
き
ま
し
た
。
阿
波
お
ど
り
大

会
の
時
期
と
重
な
り
、
空
い
た
時
間
に

観
覧
し
た
か
っ
た
け
ど
結
局
観
れ
ず
。

そ
ん
な
残
念
が
る
私
に
ご
ほ
う
び
が
。

帰
り
の
鳴
門
大
橋
か
ら
は
神
戸
で
打
ち

上
げ
ら
れ
た
花
火
が
見
れ
ま
し
た
。
○Ｉ
 

編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記
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２６ 

寺坂 地区 
（出石） 

てら さか 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある２９地区の宝を紹介します。 

国分寺 

香美町 

朝来市 

426
253

出石 但東 

▲３２２ 
有子山 

東床尾山 
　８３９ 

▲ 

528

京都府福知山市 

一宮神社のケヤキの森 

兵庫県こども自然村 

出石藩関所跡 
高橋地区公民館 

但東自然ふれあい 
センターやまびこ 

但東健康増進センター 
（シルクドーム） 但東フィールド 

ゴルフ場 

但東シルク温泉館 

自然の郷 

高橋地区 

寺坂地区 寺坂地区 

出石総合支所 出石総合支所 

寺坂 

中野 

桐野 

出石川 

日野辺 

お相撲さんの墓 
伝聖観音坐像 

お相撲さんの墓 
伝聖観音坐像 

ゆうれん橋（コケ山橋） ゆうれん橋（コケ山橋） 

御出石神社本殿 御出石神社本殿 

東床尾山の小滝 

豊岡消防署 
出石分署 

豊岡消防署 
出石分署 

寺坂小学校 
寺坂公民館 寺坂公民館 

●地区のいわれ
　寺坂地区は、旧村名である「寺坂村」の名前
を今に引き継いでいます。同地区は、東が但東
地域に隣接し、国道４２６号に沿って出石川が流れ
ています。東床尾山や有子山などに囲まれ、自
然環境に恵まれた地区で、主に米作りが盛んに
行われています。

●主な公共施設
・寺坂小学校・寺坂地区公民館
・豊岡消防署出石分署

豊岡市 

▲ 伝聖  観  音  坐  像 
でんしょう かん のん ざ ぞう

　日野辺区には、高さ３３ｃｍの小
さな仏像があります。平安初期に
造られたといわれる但馬最古の一
木彫の木像仏で、その個性的な作
風は類例もほとんどありません
（平成１６年３月に県重要文化財に
指定）。

▲ 御  出  石 神社本殿
み いず し

　桐野区には、 天  日  槍 をまつる御出
あめの ひ ぼこ

石神社があります（本殿は昭和５８年
３月に市文化財に指定）。男神として
知られ、毎年１０月１５日前後に行われ
る秋祭りでは、お 神  輿 が宵宮に女神

み こし

として知られる貴船神社に泊まる神
事が現在も続いています。

▼ゆうれん橋（コケ山橋）
　寺坂区には、「ゆうれん橋」という
民話が伝わるコケ山橋があります。
昔、酒好きな徳兵衛が、毎晩のよう
に 鯵  山 峠を越えて出石の城下まで酒

あじ やま

を飲みに出かけるため、奥さんがこ
の橋の下から幽霊の格好をして脅か
して酒を飲みに行くのをやめさせた
という民話です。

寺坂地区
●行政区数　　４区
●人口　　　　６８２人
　男性　　　３２２人
　女性　　　３６０人
●世帯数　　　２０６世帯
（平成１９年９月１日現在）

●行政区
　・ 中  野 

なか の

　・ 日  野  辺 
ひ の べ

　・ 桐  野 
きり の

　・ 寺  坂 
てら さか

▼お相撲さんの墓
　日野辺区には、お相撲さんの墓
があります。昔、大洪水があった
ときにお相撲さんの死体が川上か
ら流れてきて、村人たちが墓を造
り供養したといわれています。ま
たお相撲さんは関取なので、 験 を

げん

担いで、咳を取ってもらうようお
参りをする人もあったそうです。

▲ 東床尾  山 の小滝
ひがしとこのお さん

　桐野区には、標高８３９ｍの東床尾山があ
り、桐野区側から登ると大滝や小滝と呼
ばれるいくつかの滝を見ることができま
す。特に小滝は別名「殿様の滝」と呼ば
れ、その美しい姿は殿様にも愛されたと
いわれています。


